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第 I部研究の動機と目的
第1章はじめに
十代を中心とした子どもたちの問で「キレるJという言葉が日常的に使用さ
れるようになって久しい。筆者は、これまで学力不振やいじめ等、何らかの要
因で不登校となった子どもが集まる教育機関に勤めていたが、そこでの生徒た
ちも半ば挨拶のようにこの「キレるJ、「キレそう」という言葉を日常語として
使用していた。
彼らは常に深い怒りを湛えており、それはリストカットや自虐的な発言・諦
めの態度で表されることもあれば、他者への身体的暴力、暴言、器物破損や喫
煙、性の乱れに向かうこともあった。また、そうした自他への表立つた攻撃行
為にまでは及ばないものの、仲間たちと深夜俳佃をしたり、校内では、本来授
業を受けるべき時間に居眠りをしたり、音楽を聴いたり、あるいは飲食や立ち
歩きをするなど、自らの内にある感情の荒れを抑制する為の回避行動（かもし
れなし、）を繰り返す者も、少なからず存在した。
こうした現象は「学級崩壊Jとしづ言葉が流布し始めた90年代からすでに様々
な教育現場で問題となっていることであり、筆者が所属していた教育機関やそ
こに集まる子どもたちが特別でないことは自明である。ただ、通信制・単位制
高校や、それらをサポートする技能連携校、民間の教育機関の方が、いわゆる
全日制の普通校よりも根の深い「怒り」や「疲弊」等のネガティブ感情を有す
る生徒が多く在籍している、という印象は否定できず、これらの教育現場は、
すでに「子どもJとは呼べなくなりつつある子どもが「育ち直しj をする場と
して稀有な存在である、とは言って良し1かもしれない。そしてその様な、怒1)
を表出する、あるいは抑え込もうとする子どもたちを心理的にサポートしつつ、
良好な教育環境を整えていくことは、子どもたちの家族や、彼らを支える教育
関係者だけの問題ではなく、こうした社会状況を生んだ私たち大人の責務では
なし 1かと考える。
これらの視点に立ち、筆者は通信制・単位制高校に所属する高校生世代に対
し、臨床心理学を専門とする者の側としてどのような援助が出来るのかを主軸
に、本研究を立ち上げた。教育に関わる側（教師）と心理的援助に関わる側（臨
床心理士）との連携においては、すでに双方からそれぞれの視点に立った指摘・
研究が成されているが、それらの先行研究を踏まえ、また「双方Jの立場を経
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験している筆者自身の経験も踏まえて、「｛固人」にではなく、予防的観点に立っ
た、「集団」に重きを置いた支援のあり方を模索した。その上で、本論文は社会
に生きる子どもたちの「生きづらさ」にも注目しつつ、微力ながらも一支援者
として、持続可能な実践的支援を考察・検討していくものである。
第2章通信制・単位制高校等の現状と問題
本章では通信制・単位制高等学校、並びに技能連携校とサポート校について
言及したい。
通信制の高等学校とは、文字通り「通信教育」を主軸に置いている学校、す
なわち自宅学習が中心の学習法を取っている学校のことである。その通信制学
校ごとに多少の差異はあるが、多くは高等学校の卒業資格要件として定められ
ている教科（国語や数学、英語など全日制と同様のもの）の問題レポートを指
定枚数こなしつつ、決められた回数分のスクーリング（実際に校舎へ通って授
業を受ける等の課外活動）に参加し、試験を受ける、というのが一般的な流れ
である。少ない登校数で全日制高校と同等の卒業認定資格を得ることが可能な
ので、何らかの事情で毎日の通学が困難な生徒や、すでに仕事を持つ社会人等
に考慮した教育システムであると言える。
同様に、単位制の高等学校は、「学年による教育課程の区分を設けず、決めら
れた単位を修得すれば卒業が認められる」（文部科学省）として、 1988年度か
ら定時制・通信制高校に導入されたものである。つまり、たとえ 1学年中に履
修出来なかった教科があったとしても、卒業年までに規定単位数（74単位以上）
を修得するならば、進級すること自体に支障はないので、留年によって卒業を
諦めるといったケースを減らすことが出来る。先述した通り、通信制（あるい
は定時制）高校に所属する生徒の中には、全日制高校が持つ本来のシステムで
は卒業が難しいタイプの生徒が在籍している為、この様な単位制の考案・導入
は、そうした生徒に配慮、したものと考えられる。
尚、この単位制の導入は 1:193年度から全日制にも拡大され、年々その数を増
やしており、すでに「単位制＝通信制」というイメージは薄らいでいる。これ
は生徒1人 1人の適性に合った学び方が推奨される中、様々な卒業の形が模索
され始めた現代社会の意向を汲んだ動きと言えるかもしれない。ただし、本研
究において指摘する単位制高校の括りは、あくまでも全日制高校への「通いに
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くさJを抱く生徒を対象とした、通信制のシステムと連動している学校のみを
指している。
こうした通信制・単位制の高等学校に所属する生徒の数は増加傾向にある。
以下は文部科学省の「学校基本調査」（2010）の結果を簡易化し、まとめたも
のである。
く全国の高等学校における生徒数の推移＞
※数字は人数
〉々と 1980年 1990年 2000年 2010年
園 全日制 4,472,579 5 476,635 4,056,112 3,252,457 
定時制 149,351 146,701 109.322 116,236 
・ 通信制 128,987 153,983 181,877 187点前
・1980年から 10年毎の推移
Tablel：文部科学省「学校基本調査」（20JO)
Tablelに示す数値において、ここでは全日制と通信制による生徒数の推移に
注目したい。
全日制高校の生徒数は、 1980年から 1990年の聞にかけては生徒数が増加し
ているが、第二次ベビーブームが去り、バブルも崩壊して、少子化社会が叫ば
れ始める 1990年代に突入すると、その数は減少の一途を辿っている。
ところが、子どもの数が全国的に減少しているそうした状況にも関わらず、
通信制高校の在籍者数は年を経る毎に増加している。1980年に約 12万9千人
であった生徒数が、その 30年後の 2010年の調査時点では約 18万8千人と、
およそ6万人の増加を示しているのである。
筆者は当初この事態を、子どもの学力不振や不登校等の理由と併せて、日本
が経済的に不況と呼ばれる時代に突入し、 これまで最も多いとされてきたいわ
ゆる「中産階級」家庭の生活基盤が全体的に低下したことが大きな要因と考え
ていた。 毎日の登校が必須の全日制と、自宅学習が主である通信制、また夜間
の時間を使い集中的に学ぶ定時制高校とでは、その学費に大きな開きがある為
である。しかしながらその割には、これまでそうした理由で選択されることの
多かった定時制高校の生徒数には然程の変化はなく、むしろピーク時の1980年
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と比較するとその数は減少している。
さらに、公立と私立の通信制高校在籍者数の内訳は以下のようになっている。
過去5年における通信制高校在籍者数の推移
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Figure 1 : ［出典］ e-Stat掲載の各年度版 「学校基本調査」を基に作成。
毎年文部科学省が公表している「学校基本調査J(Figure 1）の通信制高校在
籍者数の推移を見ると、一般的に学費負担の軽い公立の通信制高校よりも、私
立の通信制高校の在籍者数の方がその伸びは著しいことが窺える。つまり、入
学の難易度やそもそもの学校数の違いによる要因を考慮したとしても、経済的
負担によって「やむなく」通信制高校を選択する、というよりは、たとえ学費
のかかる私立であっても、「この通信制高校に進学したしリ、あるいは「進学せ
ざるを得なしリといった層が存在することが推察されるのである。事実、通信
制在籍者の平均年齢は 17歳前後であり、戦後その姿を多く見た 「勤労学生」で
はなく、「中学卒業後すぐに通信制高校に進学する生徒がふえている」（山梨大
学， 2010）ことが、文部科学省の委託事業の一環として山梨大学が行った『通信
制高等学校の第三者評価制度構築に関する調査研究』にて明らかにされている。
またこれと併せて、技能連携校や、通信制高校サポート校といった民間の教
育機関も注目されている。以下、この二者について簡単な説明を試みたい。
技能連携校とf丸 尊敬教育法第 45条の2 「技能連携制度」の、「定時制又は
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通信制課程に在学する生徒が、技能教育施設（都道府県教育委員会が指定）で
教育を受けている場合、当該施設における学習を高校の教科の一部の履修とみ
なすことができる」制度に則って運営されている学校のことである。つまり、
定時制あるいは通信制の学校に籍を置きつつも、毎日登校する先は所属先の技
能連携校であり、生徒はそこでその学校独自の専門教科（たとえば商業など）
を受けると同時に、全日制と同じような規定の教科の授業もこなし、その学校
の行事に参加したりもする。そして、それらがそのまま卒業に必要な出席数と
して換算されるので、通信制高校へスクーリング等に行く必要はない。
一方、通信制サポート校も通信制高校と事業提携しており、技能連携校と比
べてもその性質に然程の違いはないが、こちらは民間の教育機関である。学校
法人ではない為、学費も通信制高校と抱き合わせだと年間百万を超える所もあ
るが、私立の通信制高校の中には、自らサポート校を並立して生徒の通学を積
極的に促す所もある。サポート校の形態もその学校それぞれに特色があり、一
概に説明しきれるものではないが、技能連携校と同様、その主旨としては、自
宅学習のみでは卒業することが困難と思われる生徒を、学習・生活、両面で文
字通り支援することを目指している。現在、サポート校は全国でも 200校以上
に上り、通信制高校入学者数の増加に比例してその数を増やしている。
以上のことから、通信制・単位制高校の生徒数の増加は、「経済的な問題J以
外の理由があることを示唆している。
その中には、すでに将来の夢・目標が定まっており、自分のやりたいことを
存分に打ち込みたいという生徒やその保護者の存在が考えられる。最もポピュ
ラーな例としては、国体やオリンピック等を目指す若きスポーツ選手などが挙
げられるが、そのような「特別」な存在でなくとも、時間に縛られずに効率的
な学びの場を求める声は少なくないと思われる。全日制の中に単位制の導入を
決めた学校が増えてきたのも、そうした生徒1人1人の個性を尊重し始めた結
果と言えるかもしれない。
しかしながら、通信制高校の在籍者数が増すと共にその数を伸ばしてきたサ
ポート校の存在を考えると、その入学意思に経済的理由や時間的制約だけでは
説明しきれない部分も当然浮上してくる。サポート校は全日制高校のように出
席数にこだわる所ではないが、基本は「通学」を前提に支援を行う学校である。
通信制高校のみならず、そのような場所にも生徒が集まる現状を鑑みると、生
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徒やその保護者は、「自分らしい学び」を追求して通信制・単位制高校を選択す
るというよりは、毎日の登校は厳しいが、高校の卒業資格を得る為には自宅学
習中心の通信制高校だけの所属では不安なので、多少の資金がかかっても学
習・生活両面の支援を期待できる学校を求めていることが見てとれる。
そこで、そういった層（学習、あるいは生活面における支援を求める層）に
ついて考察する為、通信制単体では卒業困難と判断し、その他の教育機関に所
属する生徒の特色について、筆者の経験を交えて考察したい。
第1章においても述べたように、中学時代（あるいはそれ以前）にいじめや
友人関係のもつれで、不登校になった生徒や、喫煙やその他素行不良によって高
校を退学、または進学出来なかった生徒が、「それでも高校卒業資格は得たいj
とサポート校の門戸を叩く例は少なくない。その中には不登校の期間が小学校
からと長期に及んでいる者や、学校へは通っていたもののいわゆる 「お客様」
状態で、授業中は居眠りか保健室等への「避難Jが常で、あったという者もいる。
またそうした生徒においては、もともとの特性において学び辛い面を持ってい
る場合もある。つまり、そのような子どもたちが、自宅学習が主である通信制
の高校のみに所属して、 1人の力で規定学習分野を修得しようとしても、それ
が相当に困難な道のりであろうことは想像に難くない。
しかしながら、そうした生徒の援助には多くの困難がついて回る。
学習面に関しては、上記のような理由により学ぶことに対するブランクがあ
る上、長い間、「勉強ができなしリという劣等感を抱き続けてきた為、「今さら
何をやっても無駄」と学習し直すことを諦めていたり、「そんなの知ってるし！」
と、分からないことそれ自体を隠そうとする者が少なくない。教える側として
は通信から課せられる指定分野以前に、まずは中学、場合によっては小学校の
学習範囲に立ち戻る必要性を痛感するのだが、そうした生徒たちはその事実を
受け入れられず、 「それはレポートと関係ない、ただここの答えを教えてくれれ
ば良いj と、学ぶ姿勢を放棄してしまう。その際、教員側がたとえば、「答えを
教えるだけでは勉強したことにならなしリ、「それは君のためにならなしリと言
ったところで、生徒には何も響かないどころか、むしろ「うざしリ、「むかつく j
と、彼らの「キレj を誘発することとなる。岡野（2006）は子どもの怒りにつ
いて、「自己愛が傷つけられたことによる苦痛、すなわち恥が先立つているj と
言及しているが、このことは、分からないことを分からないと言えないこのよ
うな生徒の辛さを言い表しており、彼らの誇りを傷つけずに学習支援を行って
いく為には、教員側が自らの教授スキルを磨くことはもちろん、 生徒のそうし
た想いを察し、辛抱強く関わっていこうとする姿勢、根気が必要である。
またサポート校には、学ぶ姿勢自体は十分あるものの、読字・書字障がいと
思しき生徒や、病院から直接ADHD等発達障がいの診断を受けている生徒もい
る。その為、教員は集団に対する授業スキルだ、けで、なく、こうした障がいに対
する知識や、子ども 1人1人に合った学習法の工夫・提供をも求められる。話
す際の易しい語葉選択や適度な板書量、それを書写する待ち時間を考慮するこ
とをはじめ、分かりやすくプリントでまとめる、それでいて整理整頓が苦手な
生徒を考慮し、多くの配布物はなるべく避ける等の配慮、である。無論、そうし
た創意工夫はどの学校の教員にも求められることであろうが、すでに成人に近
し、高校生世代、「様々な事情」を抱えた「様々な学力」を持った生徒たちが集ま
る授業運営には、「かんたんでわかりやすい授業」であれば良いというものでは
ない、ある種独特の空気感がある。たとえば筆者は生徒から「先生は何でいつ
もそんなに難しい言葉ばかり使うの？」といった非難を受けたことがあるが、
一方である言葉を説明するのに簡単な言い回しを使って話した時は、「そんなこ
と知ってるし！パカにしてんの？」と文句を言われたこともあった。したがっ
て授業においては、「小学生に語りかけている気持ちで授業を行う」ことは大切
だが、「子どもに向けて言うような話し方はしなしリという、 一見すると相反す
る心掛けを念頭に置く必要があった。
加えて、生活面に関する援助においても、教員側には多くの気遣いと心の余
裕が必要であった。実年齢と身体的成長は一般的高校生のそれでも、 本来の気
質や生育歴によっては集団生活に難しさを感じる生徒が多い為、叱り方ひとつ
取っても、どこで彼らの「地雷」を踏んでしまうかは分からない。たとえば筆
者は、ある男子生徒（以下 A）を「注意Jしたことで激昂され、首を締められ
たことがある。授業中、遅刻して教室に入ってきた Aは、いきなり尖った傘の
柄をある女子生徒に向けて投げつけた。幸いそれが女子生徒に当たることはな
かったが、普段より全く接点のない2人であり、特に女子生徒の方は不登校歴
のあるおとなしいタイプの子であった為、筆者は内心でとても焦り、A を皆の
いるその場で強く叱った。すると直後、A は暴言を吐きながら凄まじい表情で
筆者に襲し1かかり、クラスの男子生徒数人が必死で引きはがそうとしてもびく
ともしない力を出し続けた。 A は、長身ではあるものの痩身の、普段は動物好
きの優しい目をした青年であり、日頃は筆者とも冗談を言い合う仲だった。そ
れ故に衝撃も大きかったのだが、 後から話を聞けば、その朝 Aは普段から喧嘩
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の絶えない母親とその日も激しい口論となり、暴力もふるっていた。雨の中、
何とか登校はしてきたがイライラは収まらず、女子生徒の背後にある傘立てに
力任せに傘を投げ込もうとしたが狙いが外れてしまい、それを筆者に皆の前で
「怒鳴られた」ことで「キレてしまった」わけである。女子生徒を無駄に脅え
させたことも、筆者への暴力も、その行為自体は決して許されることではない。
ただ、そうした事情を聞いてしまえば、筆者自身も、もっと Aへの理解が深か
ったならば、また違った対応が出来たのではなし1かと考えるのである。
このように、生徒に対する常の情報収集やラポールの形成も、こうした教育
現場にいる者の責務となる。
しかしながら、 1章でも述べたような「学級崩壊」や、様々な葛藤を抱える
生徒らと日々ぶつかることで、教員の中にはバーンアウトし、早期退職を選ぶ
者も少なくない。勤務校の方針や地域によってもその事情は異なるであろうが、
通常の授業準備以外にも基礎的分野の補習、生徒との対話、保護者との面談、
通信から課せられるレポートの管理、スクーリングへの誘導、課外活動の企画・
運営、時には営業活動等、教員1人に課せられる仕事量は相当なものがある。
これと併せて、先述した通り、昨今では発達障がいに関する知識にも造詣を深
めなければならない。
こうした現場に身を置く教師の負担軽減を図ることは、前章において述べた
「子どもたちに良好な教育環境を整える」ことと無縁ではなく、むしろそれこ
そが生徒のよりよい学校生活に繋がるものであると考える。したがって次章で
は、心理の側から出来得る学校現場への支援について、先行研究を踏まえなが
ら検証したい。
第3章先行研究
第 1節 教育現場で心理職が出来る援助について
子どもたちを支える為に教育職と心理職、あるいはその他の職種とが連携し
ていくことの重要性は、すでに多くの論文等で謡われていることである。尚、
ここでの「教育職Jとは小学校から高等学校までの「学校現場Jと、そこで働
く教員を指すものであり、「心理職」とは、スクールカウンセラー（以下 SC)
を筆頭に、その学校現場に身を置き、実際に児童や生徒、その保護者らと関わ
りを持つ臨床心理士を指すものとする。
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前章でも述べた通り、現今の学校現場、とりわけ通信制・単位制高校、また
それに付随する学校にはいじめや不登校、引きこもりを経験している生徒や、
自他への暴力・その他の素行不良が見られる生徒、また発達障がし1等、学習に
困難を抱える生徒が在籍しており、その対応に苦慮する教員の負荷が身体的に
も精神的にも大きくなっている。
折しもこれらの問題は通信制・単位制高校に留まらず、いわゆる普通の小学
校から中学、高校においても問題視されており、文部科学省はそれを受けて 1995
年度から、「心の専門家j として臨床心理士などを SCとして全国に配置し、初
年度 154校設置から 2012年度にはその数を全国で 176,21校に増やすなど、教
職員への負担軽減を図っている（数値は文部科学省の「スクールカウンセラ一
等活用事業」による報告書から抜粋）。
スクールカウンセラーの役割
0 児童生徒に対する相談・助言
0保護者や教職員に対する相談（カウンセリング、コンサルテーション）
O 校内会議等への参加
0 教職員や児童生徒への研修や講話
。相談者への心理的な見立てや対応
0 ストレスチェックやストレスマネジメント等の予防的対応
O 事件・事故等の緊急対応における被害児童生徒の心のケア
Table2: ［出典］初等中等教育局児童生徒課「児童生徒の教育相談の充実について」
その SCが学校から求められる役割は上記Table2にも示しているように多岐
に渡るが、その内容はいずれも学校や教職員だけではカバーしきれない、子ど
もたちゃ彼らを取り巻く人々の心的援助をより迅速に、且つ柔軟に執り行うこ
とを期待されたものになっている。
そんな中、文部科学省が 2005年に行った「児童生徒の問題行動等生徒指導上
の諸問題に関する調査」において、「不登校児童生徒への指導の結果、登校する
ようになった児童生徒に特に効果があった学校の措置」として、「スクールカウ
ンセラ一等が専門的指導にあたった」と答えた学校が、「学校内での指導の改善
工夫」の項目中、最も多いことが示された。同様に、「不登校児童生徒が相談、
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指導、治療を受けた機関等」では、「スクールカウンセラ一等による専門的な相
談を受けた人数Jが小・中学校ともに最多で、 SC設置に一定の成果があること
が報告された。
また、 SC自身の現場の声としても、来談機会の少ない不登校児童の家庭にお
いては、保護者のコンサルテーションの比重が高くなる中、「家族面接の技量が
必要となる」（中野， 1998）ことや、学校が地域の保健医療や教育相談機関、外
部の臨床家との連携を取れるよう、「SCは校内のコーディネーターとして積極
的な役割を果たすことが期待されている」（中野， 1998）との指摘が挙がってい
る。さらに、教員側が現場で問題視していることとして、教員自身の多忙な業
務によるストレス・メンタルヘルスと、「学業不振の生徒への対応などの、学習
指導上の問題が、大きな問題として受け止められておりJ（岩田・大芦・鎌原・
中津・欄・三浦， 2009）、不登校の問題とも併せて、「そうした問題に対処するた
めに必要とされる情報や知識については、教育心理学等の一般的な知識よりも、
個々の具体的なケースを詳細に分析することを通して得られる解決への具体的
な手がかりとなるような情報や知識が重要であることが示唆された」（岩田・大
芦・鎌原・中津・欄・三浦， 2009）と報告している。
以上のことから、 SCをはじめとした心理士が学校現場に求められることは今
後ますます多様化していくと思われる。
しかしながら、そのように心理士の存在意義や必要性が検討され、提唱され
る一方で、学校現場では様々な面で「心理の専門家」に対する途惑いがあるよ
うに思われる。 SCに関する問題だけを概観してみても、その態勢がいまだ不十
分であるが故に、週 1日等の限られた日数、時間で配属される SCには「子ども
が心を開きにくい」（岩田・大芦・鎌原・中津・欄・三浦， 2009）といった指摘
が成されたり、同様に岩田ら（2008）は、 SCが「適応支援施設等に在室してお
り、限られた生徒のみの利用となってしまっている」点や、守秘義務等の問題
で「教員との連携が取りにくしリ点も報告している。心理の専門家が学校現場
Jこ入ることで、その知識の提供や外部との繋がりを深めることにある一定の評
価はされつつも、現況において心理士がどこまで生徒や教師と関われるのか、
諸所の問題にどこまで踏み込んだ対応が取れるのかは不可視な部分も多く、現
壕草存ーズに応えることの難しさが見て取れる。
ただ現今、小学校から高等学校に至るまで、不登校やいじめ等の子どもを取
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り巻く深刻な問題は公立・私立に関わらず、全国的に取り沙汰されており、ど
のような形にしろ、子どもたちゃ現場を支える教員の心的援助が不可欠である
ことは間違いない。にも関わらず、 SC等専門家配置の動向は、小中高全体への
配置は推奨されているものの、「国の予算は縮小され、地方自治体との財政の分
担によってまかなわれている厳しい状況J（竹森 2012）である。したがって、
引きこもりや学習障がいといった問題をさらに多く抱えていると思われる通信
制・単位制高校、ならびに技能連携校やサポート校に至っては、公的な支援を
臨めぬ所が大半であり、各校が独自に臨床心理士等の配備を進める他ない状況
に置かれている。元々、高等学校の不登校の対応は、「スクールカウンセラー導
入当初から大きな進展は見られない上に、不登校生徒への進路指導は個々の担
任教員が悩みながら行っているのが現場の実態Jとされ、「生徒への支援は手薄J
（伊藤、小津、安田ら， 2013）であるのが実情である。筆者の所属していた勤務
校でも、生徒の心的援助はもっぱら担任1人に託されており、臨床心理士の常
駐も成されてはいなかった。時折訪れる心理士（臨床心理士ではないが、長年
カウンセリングの技術を磨いたベテラン心理士）は、経験豊富で親身に生徒の
話を聞いてくれる優しい方で、あったが、限られた時間内での対応を求められる
こともあって、教員からの情報提供はほとんど受けず、生徒との面談のみで状
況判断し「進言Jをすることで、時に教員の反感を買うこともあった。それ故、
一部の教員は心理士の援助を疎い、自発的な研績や教員同士の情報共有、生徒
対応の擦り合わせを求めたが、前章の通り、物理的にそのような時間を確保す
ることは難しかった。
このような状況から、「教員側Jの立場にもあった筆者としては、「心理職」
に対して以下3点の感想を抱いた。
①通信制高校ならびにその周辺校には、発達障がいに関する知識が豊富で、不
登校生徒の対応にも経験がある心理士（臨床心理士に限らない）の援助が必
須である。また、それが必ずしも「カウンセラーJである必要はないが、校
内には 1対 1の対話（自分の話を十分に聞いてくれる相手）を望む生徒が多
い為、そのような生徒すべてに時間を割く物理的余裕のない担任に代わり、
心理士は校内のースタッフとして、また心の問題に関するプロフェッショナ
ルな存在として、「生徒を見守る“先生ではない”大人」として貴重である。
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②通信制高校ならびにその周辺校に所属する心理士は、常勤として、あるいは
正社員として勤務できる者が望ましい。月に1～2度程度の出勤である場合、
ほぼ決まった生徒の面談だけで、終わってしまう可能性が高い。また、教員側
から相談したい生徒がいても、少ない勤務日数では情報の擦り合わせを行う
時聞が十分に取れない。心理士への信頼も育ちにくい。
③ 心理士には、いわゆるキレやすい生徒にどのようなアプローチ法があるか、
「問題が起きる前Jに具体例等を交えた情報提供を望みたい。またキレるこ
とはなくとも“危うげ”に感じる生徒が多い通信制高校ならびにその周辺校
においては、同じく「問題が起きる前Jに、生徒らへ心理学の授業を行うな
どして、心の健康を保つ為の学びを提供してもらいたい。
上記のことは通信制高校等に限らず、他の学校教員や SCの多くがすでに提
唱していることとほぼ同じ内容である。しかしながら、どのような形態で心理
士が配備されるのか、①のように、特別「SC」の枠にこだわらない働き方が認
められるか否かはその学校事情によっても変わるであろうし、②に関しては経
営者の胸先三寸の部分が否めない。そして③は、心理士個々の能力がより強く
問われることと併せて、そもそもそのような予防的観点に立った活動を常駐の
SCが行う時間的余裕はない場合が多く、心身の健康を保つことを目指したス
トレスマネジメント等の授業に至っては、ごく一部の学校が実践しているに過
ぎないという報告が梶原ら（2009）による調査によって明らかにされている。
以上のことから本研究においては、教員側から見た心理職への期待と要望①
～③と、これまで議論されてきた教育職と心理職との連携に関する問題点とを
鑑み、現在の筆者（外部の心理士）自身にも出来得る、③「集団」への支援に
着目した。 SCは「学校内部」の人間として、主に今まさに問題を抱える生徒や
その保護者に個別の対応を取る役割が期待されていると思われるが、現場と関
わりの薄し＼「外部jの人間に可能な支援のあり方を考えた際は、そのような「個J
に対する支援ではなく、「集団jへのアプローチ法が最も現実的であるように思
われた。
集団を対象にした心理学の内容を含んだ授業は、普段より生徒対応の難しさ
を実感する学校現場の逼迫感から、生徒に「社会性を身に着けさせる」、「怒り
を代表とするネガティブ感情をコントロールする方法を学ぶ」等の目的で、実
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際に幾つかの小～中学校で独自のプログラムが教員自ら、あるいは心理士よっ
て施行されている。しかしながらその中においても、高校生を対象にした事例
報告は少なく、ましてや通信制・単位制高校ならびに技能連携校やサポート校
に至っては、その実態は「調査実施の難しさもあり」、「その実態と成果につい
てはまだ十分に解明されていなしリ（伊藤・小津ら， 2013）のが現状である。そ
のような実情から、該当校への授業実践を試みることには一定の価値があるよ
うに思われ、また外部の心理士が学校に赴き心理学の授業実践を行うことは、
教育現場へ心理士の認知を広めることにも繋がるのではないかとも考えた。さ
らにそうした心理学の授業プログラムを心理士が作成することで、将来的には
多忙な教員が教材研究の必要なく自身で同様の授業を行うことが出来れば、よ
り多くの支援が可能になるのではなし1かと考えた。
これにより、現今、小中学校に比べそのサポート体制が不足していると思わ
れる高等学校、とりわけ通信制・単位制高校ならびにサポート校等それらの関
連学校において、予防的観点における心理学の授業提供とその授業プログラム
のマニュアル化を検討することを、本研究での目的とする。また、その授業プ
ログラムの内容に関しては、心の問題を多く抱える生徒らに対応したものとし
て、「感情」とその「コントロール」に主眼を置いた、認知的ストレスマネジメ
ントプログラムを中心に準備する。
次節では上記のことを念頭に、これまでに提唱されてきた感情のコントロー
ルに関するプログラム内容や、授業実践報告を概観し、自身のフ。ログラム立案
と支援方法を検討することにする。
第2節 ストレスマネジメント教育の実際
第1章でも述べた通り、現代の高校生、特に通信制・単位制高校に所属する
生徒の中には、個人差はあるものの、心の内に怒りをはじめとした様々な負の
感情を湛え、それを表出、あるいは抑制する者が少なくない。そんな中、 「キレj
の定義が議論され始めた 90年代以降、十代が抱える怒りやネガティブ感情に関
する研究、それへの対処に関する研究はこれまで多岐に渡り成されてきた。無
論、十代の若者に限らず、そもそも怒りという感情を抱かない人間は（恐らく）
いない。岡野（2006）はこの怒りを、「およそあらゆる人聞が体験する普遍的な
心の痛みJであると指摘している。いじめや友人関係のもつれ等でそうした「心
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の痛み」を抱えた子どもたちにとって、この「怒りJをはじめとしたネガティ
ブな感情の受けとめ方を知ることの必要性は、年々高まっているように思われ
る。
そうした求めに応じて、日本国内でも子どもたちの 「キレJ、「怒り j感情に
焦点を当てた、様々な感情コントロールを主題とした授業が執り行われてきた。
本田（2005）は米国で提唱されたAnger Management Program アンガ
ーマネジメントプログラムー（以下AMP）を分かりやすく独自の解釈でプログ
ラム化し、 AMPとは、 「自分の感情から生じる衝動的な行動を自らの意思で、コ
ントロールすることj とし、これは怒りを無理やり押し込めたりすることとは
異なり、自身が 「何を感じJ、「それは誰に向かっているのかj、「どの程度のも
のなのか」について的確に理解した上で、その感情を 「どのように処理するか
について自分の意思で行動を決め、開始し、終始すること」であると述べた。
段階的には自分が何故キレてしまうのか、またそのときに何故不適切な行動を
起こしてしまうのかについての「気づき」を促すことから始める。本田は「不
適応行動を起こす児童生徒は、原因は他者にあると思っているため、自分自身
の課題に直面したがらなしリ と述べており、だからこそ自らの感情やそれに伴
う誤った行動を自覚することの重要性を説いている。
国内でこのAMPを系統的に施行した例は少ないが、小中学生対象のフ。ログラ
ム報告では、 AMPの施行前と後とでは有意に怒り感情が減少しているとされて
いる。しかしAMPは「フ。ログラムの構造化、教示のマニュアル化をどの程度進
めていけるのか、あるいは進めるのかが妥当なのかを検討することが今後の課
題の一つJ（小倉・田中・中村・野村、 2005）という状態であり、 AMPの効果
をどう評価するかといった点にはいまだ多くの困難が生じている。また、無駄
に怒りの想起を誘う危険がある AMPは、その実施方法を誤ればかえって参加者
の心的負担を増大させる恐れもある。その為、高校生という、身体的にも攻撃
力の高い年代へAMPのようなプログラムを施行することに、大きな意義は感じ
るものの、 AMPは実施者と参加者との信頼関係の下に長期間実施していく事が
望ましいとされる意見もあることから、本研究の支援においては、怒り感情に
のみ焦点を当てるのではない、ある程度ゆるやかなプログラム内容を検討する
必要があると思われた。
そこで、同様に「感情」学習にも特化し、昨今、学校のみならず様々な諸機
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関で注目されているストレスマネジメントプログラム（以下SMP）を概観した。
ストレスマネジメントとは、ストレスを感じる当人によって成される、「スト
レスの調整・管理を促進させるための、一連の技術を意味する」（神村， 2012)
ものである。つまりストレスマネジメントプログラムは自分自身のストレスと
向き合い、「望ましい対処を学ぶ理論と実践」（山中・富永， 2000）内容を考慮、し
たものでなければならない。
このストレスマネジメントに関しては、広く国内においても保健体育の一学
習分野として、学習指導要領にもその内容が記載されている。すなわち、「小学
校では『心の発達及び不安、悩みへの対処の仕方について理解できるようにす
る』とされ、中学校では『心の健康を保つには、欲求やストレスに適切に対処
するとともに、心身の調和を保つことが大切である』（『中学校・保健体育』大
修館書店）」（富永， 2012）とされている。子どものストレス、また子どものうつ
は、社会的にも大きな問題として取り上げられており、学校でもその対処法を
学ぶ必要性が高いことは以前から植われていることである。しかしながら指導
要領にも載るその項目は、梶原ら（2009）の調査によると、学校現場での授業
実践が十分に行われていない現状が見てとれると報告されている。
全国の小中高校におけるストレスマネジメント教育の実施率
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Figure2：平成 10年度改定学習指導要領下の「保健」授業におけるストレスマ
ネジメント教育に関する研究（梶原・藤原ら.2009) 
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Figure2は、梶原ら（2009）の調査報告による数値をグラフ化したものであ
る。調査に協力した教諭や養護教諭はストレスマネジメント教育の重要性を認
識しており、保健体育科の教諭も指導要領に沿った授業を取り行っていること
が分かるが、養護教諭にはその機会が少ないこと、また調査用紙の回収率が全
体で 12%であることから、実際の授業実施率は高くないことが予想される。ま
た、養護教諭には授業を執り行う時間的余裕や、そもそも授業実施の体制自体
がないこと、教員側も、保健体育という規定時間の少ない教科ではストレスマ
ネジメントだけに時間を割くことが出来ない事情等が窺える。
そのような現場の状況を鑑みて、昨今では心理士が独自のSMPやそれと類似
する授業を考案し、協力校にて授業実践する事例が報告されている。小3生を
対象に行われた石川｜ら（2010）の 「社会的スキル訓練」や、小学校高学年を対
象にした佐藤ら （2009）の「認知行動療法プログラム」など、 その試みは多様
である。子どもの抑うつ予防の観点から、このような認知療法的プログラムは、
それぞれの研究報告において症状の低減が図れた等、一定の効果が示されてい
る。こうしたプログラムにおいては、なるべく子どもたち自身が想起しやすい
ような身近な事例（たとえば、 消しゴムを忘れて困っている隣席の子に、どの
ような声かけを行うか、消しゴムは貸してあげるのかあげないのか、また声を
かけられた方はその言動によってどのような気持ちになるか等）を取り上げ、
実生活にも生かせる学びの機会を与えることも目的としている。石）, , (2012) 
はこのような取り組みが「予防という意味で非常に重要な取り組みである」と
述べると同時に、 「たとえ将来にわたって自身にはうつの兆候を経験することが
なかったとしても、このような取り組みに参加することで、メンタルヘルスに
関する正確な知識」を得ることが出来るし、また自分自身には必要がなくとも、
それを必要としている友人がいた場合はその助けになる、そのような方法を身
につけることは、 「何にも代えがたい教育的取り組みではなかろうかj と主張し
ている。
このような考え方が流布するにつれ、SMPの実践活動は盛んになっているが、
一方で先述の通り、高等学校、とりわけ通信制・単位制高校やサポー ト校にお
ける同様の実践報告はあまり見られないのが現状である。 中には、 東京都の「チ
ャレンジスクールJで行われたような、ストレッサーに対するコーピングスキ
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ル獲得を目指した授業実践例もあるのだが、そういった内容が学校認定科目と
して位置付けられ、長期に同一テーマの授業として行える環境を確保できる学
校というのは、現時点の教育現場においてはごく一部に限られていると言える。
以上のことから、本章第1節でも述べた通り、通信制・単位制高校とそれに
付随する学校への授業内容は、ストレスマネジメントプログラムを基盤とした
臨床心理学の授業とした。
嶋田・五十川ら（2012）は、中高生を対象としたストレスマネジメント教育
について論じた際、本研究のように外部の心理士による授業の実施は、「生徒の
状態像の把握が不十分になりやすく、実践の効果の持続や般化などが難しいj
と指摘している。また、本来ならばこうしたプログラムは「クラス担任教諭な
ど日常的に生徒に接しているスタッフが、 SME（ストレスマネジメント教育）
の考え方や具体的方法を身につけ、日常への応用を意識しながら実践すること
が望まししリとも述べている。したがって本研究においても、そうした時間的
制約や学校外部の一個人で出来得る支援の限界は把握している。
ただしその中においても、外部の人間だからこそ出来得る支援を模索するこ
とと、このような実践を積み重ねていくことで可能となるであろうプログラム
内容の充実を図ることで、長期的に見た時、持続可能となる支援の在り方とい
うものを考察していきたいと考えている。
具体的な実践方法と経緯については次章に記述し、プログラム内容の詳細は
第E部の事例にて記述することとする。
第4章研究の方法と目的
本章においては、第1～3章の内容を再度踏まえつつ、筆者自身に出来得る
通信制・単位制高等学校への支援の方法を述べてし＼く。
前章までに論じてきたとおり、現在の通信制・単位制高校、 ならびに、技能
連携校やサポート校に在籍する生徒の数は年々増加しており、その在籍者の入
学事情や学力はまちまちである。その為、現場スタッフは生徒に「高校卒業資
格を与える」ことを最大の目標に掲げつつ、 生徒の学習到達度や学びに対する
理解力によっては、中学、あるいは小学校の範囲にまで、立ち戻って学習指導を
行う必要がある。したがって、それら生徒1人1人のニーズにあった指導にこ
だわる場合、規定レポー ト以外にも補習授業や個別指導等の学習枠確保が別個
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に求められるし、その分の授業研究も求められる。
それと同時に、これまで生徒が抱えてきた「学びにくさ」の事情如何によっ
ては、学習面のみならず、生活面・情緒面におけるフォローも必須となる。不
登校や素行不良等で、いわゆるドロップアウトを経験した子どもたちの中には、
学習に対する拒絶感も強く、また自分が「出来なしリことへの恥じらいもある。
さらに、これまでの「学校」、「教師」にあまり良い印象を抱いていないことも
多い為、新たな学び舎がこれまでにない温かい居場所であり、そこにいる大人
も信頼の置ける相手であると認識するまでには、それ相応の時間、互いに深く
関わる十分な機会を持つことが重要となる。つまり該当校では学習・生活両面
の支援において、「教育への情熱Jなどとは別に、学習指導法や適切な生徒対応
に関する知識、専門性が求められるのである。
加えて、生徒にとっての高校生活が「とても居心地良く、温かい大人に見守
られた時期j としてより良い思い出になったとしても、その期間「だけ」が幸
せで、「外の世界はやはり自分には合わなかった」としづ事態にならぬよう、早
い時期から将来を見据えた進路指導を執り行う必要がある。卒業要件として課
せられる規定教科以外に、生徒の興味関心がどこにあるかを探り、その可能性
を模索する為、「教科書の勉強ではない学習」の示唆や誘導、意識改革を行って
いかねばならない。多くの通信制・単位制高校や技能連携校、通信制サポート
校が、その学校独自の取り組みを持って様々な課外授業を企画したり、早い時
期から進路相談会を実施したり、高校生対象の就職フェア等へ参加を促したり
するのはその為である。
以上のことから、教育側の現場スタッフが日々求められる業務は、高校の規
定教科における単位取得を手助けするだけでなく、それ以外の「学習」分野を
担うことはもちろん、情緒的な交流を重ね信頼関係を築いた上で、社会へ出て
行く上での社会性（一般的な社会ルールやマナーの伝達）、自律性（自らの意志
で将来の目標を定め、その為に努力・行動する力）を育てるといった、ある意
味家庭が担う役割をも背負うことが往々にしてある。その為、教員の中には全
ての業務を 1人で抱え込こもうとしてパーンアウトしたり、生徒の心理を抱え
きれずに巻き込まれる形で自らの気持ちを停滞させていく者もいる。 SCをはじ
めとした心理職や、その他の職種の人々が、そのような学校現場を閉鎖的にし
ないよう、連携の必要性を論じているが、その成果や問題については先の先行
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研究にて述べた通りである。
そこで、このような通信制・単位制高校ならびにその周辺校へ、心理の専門
家が個人としてどこまで、どのように援助出来るかを考え、「臨床心理学の出張
授業Jの提案を行うこととした。内容は、当該校に多くいると思われる、怒り
等ネガティブ感情を抱えがちな生徒を想定した、ストレスマネジメントを主題
とした感情学習である。SMPは本来学習指導要領にも記載されている履修分野
であるが、その授業実施率は高くないことと、多忙な教員が限られた時間数の
中で行うには、その専門知識の必要性からも、授業研究の負担が大きいことな
どを考慮した結果である。またこのような授業実践を繰り返すことで、プログ
ラム内容の充実を図ることも本研究の目的の一つで、ある。
尚、これらの実践先はあくまでもストレスマネジメントをテーマにした臨床
心理学の授業を「外部の専門家が行う」ことに意義を感じ、賛同してくれる学
校のみを対象としている。したがって教員による本来の授業時間を削ることや、
常駐の SC等、普段より生徒と心的交流を図っている内部スタップの業務を妨げ
ることがないよう、十分な配慮を心掛けた上で行うものである。出張授業は、
あくまでも突発的なゲストが、普段あまり外部と関わることのない生徒へ良い
意味での刺激を提供することを狙いとしている。
また、心理の専門家が学校の一集団に対しスト レスマネジメントの授業を行
い、それによってどれほどのストレス軽減に貢献できるかという研究自体は、
前章の先行研究でも述べた通り、すでに幾件かの前例を確認済みである。ただ
しそれはある一定期間行う SMPに対する有効性を述べたものであり、単発・短
期で行う授業や、普段生徒と関わりのない外部講師による授業においては、そ
の効果に疑問が呈されており、本研究においてもその効果と意義には同様の懸
案が投げられるものと予測する。しかしながら、通信制・単位制高校、ならび
にその周辺校に焦点を当てた研究はそれ自体数が少なく、 その学校の性質上、
授業の実施自体に様々な困難が伴うこともあり、「臨床心理学の出張授業」を個
人が単発で行う報告は見られていない。それ故、本研究においては、生徒のス
トレス軽減の効果等を見る測定に重点を置くものではなく、あくまでもそうし
た該当校への支援実践の一事例と して存在するものとする。
以下に、支援に至るまでの主な流れを記述する。
方法としては、関東圏内の通信制・単位制高校を「通信制ナピ」から検索し、
吐:-9
規定教科（国語や数学等、高校卒業に必要な科目）以外の学習時間枠を設けて
いるとみられる学校8件に研究の主旨を説明、授業実践の研究依頼をメールに
て要請した。そのうち5校の学校から「話を聞いてみたしリという反応を頂き、
それぞれの学校へ改めてその趣旨を説明に伺い、実践までの話し合いを行った。
本研究ではそれら協力実践校のうち、「依頼内容」と「生徒の層」が対照的な
2校を取り挙げ、その授業内容を検討、結果について考察するものである。ま
た、本研究に挙げる 2校はいずれも単発授業の依頼であり、その学校のニーズ
に合わせた形で、の支援方法を取っている。詳細に関しては、第E部の各事例に
て論じていく。
授業の内容を示す講義タイトルとしては、いずれの学校においても「はじめ
ての臨床心理学感情認知とストレスマネジメントー」として告知している。
講義内容自体は各学校の要請によって若干の修正や追加、あるいは削除をし
ているが、筆者が目指す根本的なところは、怒りや悲しみなど、ネガティブ感
情に左右されがちな生徒たちに、自身のその「感情」について意識してもらう
こと、同様に自分自身を振り返るツールとして心理検査を利用し、自らの状態
を自らの力で「鑑定する」機会を設けることに主眼を置くものである。そうし
た作業により、心理学に興味・関心を持ってもらうことはもちろん、日常的に
自らの感情をコントロールすること、あるいはストレスをマネジメントする為
のー技法を知ってもらうことを目的としている。これは筆者自身の現場体験か
ら、激しい感情の揺れに自身や生活形態を乱される子どもたちが、自らの持つ
再生の力を理解出来るようになる一契機となればと考えたことに起因している。
その為、繰り返しとなるが、本研究においての 「ストレスマネジメント」と
は、世に有る既存のプログラム内容を踏襲・実践して、その効果を見るもので
はなく、あくまでも筆者の教師体験から発想を得た「感情学習Jプログラムを
主体とした上で、「ストレスjについて生徒たちに考察する機会を与え、内省を
深めるきっかけとすること、そうした学習そのものに生徒らの興味喚起を促す
ことに重きを置いている。
少ない実践事例ではあるが、そこから持続的な援助へどのように繋げていけ
るかを検討することも、本研究のテーマとなる。
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第H部 高校生を対象にした心理学の出張授業
第5章実践事例研究I
第 1節目的
第4章でも述べたように、本章で記述する研究の目的は、「協力校に則した」
心理学の授業内容について言及するものである。
協力校は、関東圏内に存立する通信制・単位制高校のA校である。
A校では、高校卒業認定資格の取得は最低限の責務としつつ、通学希望の生
徒には学習面のフォロー以外に、生徒の興味・関心に合わせた課外授業を行っ
ており、その中において他職種の専門家等による外部講師の招鳴も積極的に行
っている。講義内容は多岐に渡り、今回のように心理学の授業を行うこともあ
れば、都度、生徒の要望に合わせた分野（コンピューターや美容 ・調理等、 机
上の学問に限らぬ分野）の専門家に授業依頼を行うこともある。その狙いとし
ては、地域に根差した開かれた学校づくり A 校生徒と近隣住民との交流を活
発化させることーと、様々な職種の人々と直に接することで生徒の視野を広げ、
将来の進学や仕事選びの参考にさせるといったことが挙げられる。その為、授
業実践に際しては、事前に通達した 「ス トレスマネジメン ト」内容に関する大
枠に特別の変更はないものの、心理学やカウンセラーといった職種に興味のあ
る生徒の為に、その学習内容や仕事についても言及して欲しい旨の依頼を受け
ている。それらを総合し、本授業の目的としては以下の点に重きを置いた。
《授業の目的》
・「心理学」という学問に興味・関心をもってもらう。
－心理検査を通し、心理学の学習内容を知ると同時に、 自分自身を振り返る契
機とする。
－人はなぜストレスを感じるのか。二今その根源である感情を言葉として見る、
意識する。
－同じ状況・場面でも、人によって感じ方や行動選択が異なることを確認する。
・上記の知識を利用して行える 「ストレスマネジメント」があることを知る。
※授業プログラム（進行表）は第N部の資料頁にも添付。
以降、上記を踏まえた授業内容について記述し、 その内容を検討する。
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第2節方法
【対象］関東圏内に存立する通信制・単位制高校に在籍する 1～3年生の計 22
名。内訳は男子 11名、女子 11名である。尚、この2Z名は 「心理学に興味・関
心がある」生徒であり 、外部から心理の専門家が来ることを事前に知った上で
自ら受講を希望している。
【実施日］ 2013年 11月上旬。午後の 「課外活動」枠を使った1回90分間（授
業45分＋休憩 10分＋授業45分）の形態で実施。
【授業概要】 「はじめての臨床心理学～感情認知とス トレスマネジメント～j を
テーマとして、①心理検査（日本語版 POMS短縮版、樹木画テスト）、②感情
学習～知っている感情を挙げてみよう～、 ③臨床心理学／心理職について、 ④
自他の感情・行動比較（紙芝居風場面心理クイズ）、⑤感情認知について一ーを
実施（フ。ログラム進行表は第W部の資料頁にも添付）。
｛授業内容ーその流れ－】
1.授業の内容・目的の告知
授業冒頭では、生徒らに対して筆者の立場（大学院で臨床心理学の、特にスト
レスマネジメントの研究と、中高生に心理学という学問を広める活動をしてい
ること）を明確にし、今回は臨床心理学の一分野でもある「ス トレス」 について
と、そのス トレスを「自らの力で管理する」方法を紹介すること、またこ うし
た臨床心理学二心の健康を保つ為の学問をすることによって、どのような仕事
があるのか、どのような場所でその知識が必要とされるのかといった話も行う
ことを告知した。
2.心理検査の実施
生徒たちには、授業はじめに2種類の心理検査を体験してもらった。
1つは日本語版POMS(profile of mood states）短縮版、もう 1つは樹木同
テストである。
日本語版POMS短縮版は、ここ 1週間ほどの気分や情動を簡易な質問（例：
「はげしい怒り を感じる」や 「孤独でさびししリ など）に答えることによって
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測定する、人間の主観的側面から幾つかの感情面にアフ。ローチすることを目的
に、 1950年代終わりから 1960年代初めにかけて、米国で開発が進められた心
理検査である。当初日本では全 65問の質問で構成されている POMSが刊行さ
れたが、被検査者の心的負担等を考慮した短縮版が2005年に発刊された。当授
業でもこの短縮版を採用している。時間的な問題があることはもちろん、この
検査を行うことの目的が字義通りの 「（生徒の）気分・感情を測定するJことで
はなく、生徒たちに「自分自身を振り返るきっかけとしてもら う」ことを主目
的としている為である。
また生徒たちにはそのことと併せて、心理学の勉強を行う上で心理検査の学
習は必須であることから、その為の 「体験Jとして捉えて欲しい旨も伝えてい
る（具体的な教示方法については後に詳述）。樹木画テストにおいてもそれは同
様である。その為、これら検査の結果そのものには重点を置いていない。ただ
し、通信制・単位制高校に所属する生徒の気分値が全国データとして挙がって
いる十代平均値とどのような差異があるのかを見ること自体は意味のあること
であると思われる為、その結果は検討する。また、数値を見てあまりに平均値
より逸脱しているものや、注意喚起した方が良いと思われる結果を出した生徒
に関しては、後日、 学校側の要望によってそのデータ と解釈を伝えている （そ
うしたことも支援の一環になると考えるため）。
《POMSの施行》
生徒たちには冒頭、 POMSについての説明と検査を受けるにあたっての諸注
意、そして「これは皆さんのここ 1週間の気分を測定するテストです」と告Jず
て検査を始めている。また、当検査は疾病の有無を判定するものではなく、学
校や会社、またスポーツ選手のメンタルケアにも用いられている身近なもので
あるという点にも触れ、検査前の無用な緊張や構えを軽減するよう努めた。ま
た、検査は自己採点制であり、授業後は筆者が回収することになるが、回答を
閲覧されたくない場合は直接筆者に伝えるでも先生を通してでも良いので、申
し出て欲しい旨伝えている （結果、回収を拒否する生徒はいなかった）。
官害
－施行中の様子
生徒により回答速度に大きなムラが見受けられた。「あまり考えず回答するよ
うにJという教示は行ったものの、 1つ1つの質問にじっと考え込んでしま う
生徒や、露骨に表情に出しながらどの回答にするか悩む生徒、また、質問にあ
る言葉の意味自体が分からず戸惑う生徒や（「“とほうに暮れる”って何ですかj
など）、そもそもの筆記速度が遅いと思われる生徒も散見された。一方で筆者の
指示通り素早く作業を終わらせ、手持ち無沙汰のようにボーっと待ちくたびれ
ているような生徒の姿も見て取れた。
《樹木画テストの施行》
樹木画テストは POMSを施行した後、たて続けに行った。生徒たちには A4
用紙を 1枚ずつ配布した後、今から行う検査名が 「樹木画テスト」であると名
前だけは教授した。そして、「あま り深いことを考えてやってはいけなしリ とい
うこと、今からあるものの絵を描いてもらうけれど、絵を描くのは嫌い、苦手
という人も、これは「絵の上手下手はまったく関係なしリということを強調し
た。そして、「今からそこに、 1本の木を描いて下さい。どう描いても構いませ
ん。自由に、ただし丁寧に、『木を1本だけ描く』と言われた今、自分の頭に浮
かんだその木をそのまま描いてみて下さしリと教示した。また、消しゴムは何
度使っても良い旨もつけ加えた（POMSの際は消しゴムの使用が不可だ、ったた
め強調）。
尚、本来の樹木画テス トに時間制限はないが、今回は「心理検査を体験するj
ことそのものを目的としている為、 生徒たちには、筆者がその作業の様子を見
て、適当なところで切り上げてもらう ことも事前に通達している。
－施行中の様子
絵を描くことに抵抗を示す生徒は多いと予測していたが、大半の生徒は真面
白に作業に取り組んでいた。POMS同様、すぐに描き終える者、 必死に考えな
がら描き続ける者と三者三様の様子が見られたが、全体的に外部講師への緊張
もあるのか、作業を終えた後も姿勢を正しくして待つ生徒が多く、周囲と私語
をする者もほとんどなかった。
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3.自己採点と説明
複写式になっている POMSは自己回答をすぐに点数化でき、各項目の数値を
出すことが容易である。 ただし単純な加算作業においても、生徒の学力によっ
ては思った以上に時間がかかり、サポートに入っている教員が計算を代行する
姿も見て取れた。
POMSの6尺度については、 1尺度ずつ黒板に掲示し説明を加えた上で、十
代男女それぞれの全国平均値を紹介、生徒たちそれぞれの得点も、「公表して良
い者のみ」挙手等で結果を公開し合った。
6尺度について）
【T-A：緊張不安（Tension-Anxiety）】
「気がはりつめる」などの 5項目から構成されている。得点が高い場合は、緊
張や不安を強く感じていることを示している。
【D：抑うつ一落ち込み（Depression-Dejection)]
「気持ちが沈んで暗し1」などの 5項目から構成されている。得点が高い場合は、
悲しみを感じている、あるいは自信を失っている状態であることを示している。
【A-H：怒り－敵意（Anger-Hostility）】
「ふきげんだ」などの 5項目から構成されている。得点が高い場合は、より
憤りを感じていることを示している。
【V：活気（Vigor）】
「生き生きする」などの 5項目から構成されている。この項目は他の 5尺度と
は異なり、ポジティブな項目であるため、この得点が高い場合は活動的である
ことを示しており、逆に低い場合に活気 （元気） が失われていることを示して
いる。
【F：疲労（Fatigue）】
「ぐったりする」などの 5項目から構成されている。得点が高い場合は、より
疲労感を抱いていることを示している。
【C：混乱（Confusion）】
「頭が混乱するJなどの 5項目から構成されている。得点が高い場合は、様々
な要因が入り混じることで頭の整理ができないことを示している。
Table3 : POMS短縮版6尺度
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2つの検査を実施した後はPOMSの結果のみを扱い、樹木画テストは2度施
行する関係で授業終盤に説明することを告げた。本来の施行方法に沿わず、限
られた時間内で実施する樹木画テストの結果に高い信頼性はないと考えるが、
POMS同様、生徒自身の振り返りを主な目的としていることと、感情学習のよ
うな見えない心を扱う授業においては、無意識を探る投映法テストを複数回行
い、その変化を見ることには一定の意味があるように思われた為、そのような
形式にしている。これについては「8.樹木画テストについて」でも詳述する。
また、 POMSと樹木画テストの結果は第3節で改めて述べる。
－心理テスト施行の意味
冒頭に心理テストを行ったことに対し、生徒たちには2つの意味を持たせて
いる。 1つは、現在の自分を振り返り、客観的数値から「ストレスがたまって
いる状態か否かJを検討する機会を持つこと。もう 1つは、それをすることが
心理学を勉強するに当たり、また心理職に就くに当たり、後の益に繋がること
でもある、ということ。クラス内にはカウンセラーや心理の仕事に興味のある
生徒が多いことを考慮、し、以下のような教示も行っている。以降、授業内の流
れを鮮明にする上でも、必要に応じて筆者の授業進行方法を描写してし＼く。
心理テスト施行の意味）
心理学を勉強する際に、心理検査というのは切っても切れない関係にありま
すc 心を見ることは出来ませんから、今回のように目に見える形にして心の状
態在分析するわけです。心理検査は病院やクリニックなどで心理士が行うこと
が多いですね。ですから、もレ心理士になろうと思ったら、実際に自分がこう
いう検査を受けてみることが必要になってきます。当たり前ですが、検査の内
容をよく知らなければ検査をする人にはなれないですし、私個人の考えとして
は、心理士というのは、まず自分のことをよく知ろうとしなければいけないと
思うんです。この中には心理学や心理の仕事に興味があって、将来は心に悩み
を抱えた人の力になりたいと考えている人が多いと聞いていますが、その為に
はまず自分のことをよく理解して、自分がどういう人なのかとか、今どういう
気持ちでいるのかとかを、きちんと説萌できるまうになって欲しいと思います。
害時
心理の仕事は、そういう自分の状態や気持ちに気づけなかったり、うまく説明
できない人に、今はこういう気持ちなんでしょうかねと代わりに言ってあげた
りすることもあるので。人の気持ちを知って、言葉できちんと説明できる人に
なる為に、心理職を目指す人は、常に自己分析をして、自分の心理状態につい
て考えることが大切です。心理検査はその為の道具として利用できるものかな
と思います。
4.感情学習
自己の振り返りを促した後、次に、改めて「ストレスjについての話題を出
した。
尚、ここでのストレスについての定義は、有斐閣発刊の『心理学』にある、「身
体的または心理的な安定を脅かすような事態の総称Jを念頭に、具体例を交え
た説明を行った。
ストレスについて）
昔は圧迫とか苦悩を意味する言葉でしたが、今は心身の緊張状態を説明する
言葉として使われています。例えば、物凄く嫌味な上司に毎日毎日いじめられ
ているサラリーマンがいたとして、その人が胃潰療になったとします。ストレ
スというのは、その人が胃潰療になっている状態そのものを指します。他にも、
「何か分かんないんだけどモヤモヤするなあJとか、「何かだるしリとか。そう
いう状態もストレスと呼んで良いと思います。
このストレスについて考えてもらう為に、以下の教示を行った。
感情学習 1) 
告さんの中で、「今、ストレスたまっているんだよな～j という人はどれくら
いいますか。（間）
じゃあ逆に、現在ストレス Oです！ って言う人はいますか（間）。
常にストレス Oでい続けることって出来るんでしょうか。
無理でしょ！ストレスを感じず生きていくなんて！！と、私は思うんですが。
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たとえば、人の性格を表す時に、ネガティブとかポジティブとかつて言葉を
使うことがありますけど、聞いたことありますか。ネガティブつてのは自分に
否定的で、自分どうせダメだし・・・みたいに後ろ向きになる人のこと。いかにも
ストレスを感じそうなタイプです。ポジティブはその逆でダイジョブダイジョ
ブ、何とかなるし！って前向きな人に使います。でも、たとえそういうポジテ
ィブな人でも、日常生活で落ち込んで悲しくなって泣いたり、頭にきて怒った
りってことは普通にあると思うんですね。どんな人だ、って、生きていれば嫌だ
なって思うことがいっぱいあって、それについて悩んだり、モヤモヤしたり。
ああ～何か分からないんだけど、イライラする～！とかもあると思います。つ
まり、さっきも言いましたけど、それがストレスってやっで、すよね。自分にと
って嫌な感情に支配されて、気持ちが暗くなったり、身体がだるくなったり。
ストレスの感じ方は人によって違いますが、生きていれば誰でもストレスは経
験すると思います。それはつまり、人が感情というものを持っているからなん
です。（感情＝板書）
生きていれば、何かしら見たり聞いたり、自分の身に何かが起きたりしてい
ますよね、毎日。で、その度にいろいろなことを考えたり、感じたりしますよ
ね。感情は常に人間につきまとっているものです。そして「感情j って言って
も、それは無数にあります。
じゃあ、感情ってどういうものがあると思いますか？嬉しい、悲ししい・他に
は？（間）
では、今から皆さん、思いつくままに知っている感情を書いてみて下語い。
今言っちゃったやつはなるべくなしにしましょう。難しい人は、今日 1日過ご
してきた中で感じたことを書いてくれればいいです。例えば、朝起きて眠いの
に無理やり起こされたむかつく！とか。朝ごはん美味しかった嬉しし＼ ！とか。
そういう感じです。
以下、 Table4とFigure3に示したものが、生徒の回答数・内容である。
~ 
－生徒の回答
個数 最高－最低 ネガティブ ポジティブ その他
女子 4.1 9-1 3 0.9 02 
男子 4.1 12 0 1.6 1.9 0.5 
全体 4.1 12-0 2.3 1.4 0.4 
Table4：感情学習の課題（A校）／平均値
注） 1 .「個数」は書けた感情の数。それらをネガティブ・ポジティブ・その他で分類。
2.「最高一最低Jは、最も書けた生徒の数と最も書けなかった生徒の数を提示。
冷めてる不幸恐い失望つまらない悲しい ( 11) 
衷悔しい（2) 怠惰苦しい（7) 息苦しい辛い（3)
嫉妬腹が立つ怒り（6) 憤怒だるい（2) 疲れた（2)
不安めんどくさい さみしい（4)
／ 、＼
恋興味深いやさしい極楽安心期
待楽しい（13) 優越幸
せ（2) 嬉しい（4) 喜び（3)
J 戸F 、
面白い（3) 集中
マイナスぬ
イメー ジ
i 眠い（2) 気になる
平常心忍耐涼し
い（2) 優越
Figure3：生徒が出した「知っている感情」（カッコ内は人数）
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A校参加者の場合は、女子生徒はネガティブな単語を多く書き、男子生徒は
ポジティブな言葉を多く書いていた。また0～1個とほとんど言葉を思いつか
ない生徒から、 10～12個と短い時間で多く想起できる者と差があった。
意見を出してもらった後は、筆者が事前に用意していた「回答」を発表（模
造紙に人間の姿を描き、その周囲にさまざまな感情表現の単語 100語ほど羅列
したもの）。感情表現が多くあることを視覚から認識してもらう為である。
以下はその後の教示である。
感情学習 2)
これ以外にもいろいろあると思います。人自体はこんな小さいのに。目に見
えないこういう感情が、人の中から湧きあがってくるって不思議ですよね。そ
れのせいで苦しんだり悲しんだり、ス トレスをじわじわ溜めていくわけですが。
逆に、感情があるからこそ、とても気分が良かったり楽しくなったり、満たさ
れた気持ちになることもあるわけです。
ストレスを減らす為には、まずこれら感情の種類を知ることが大切かなと思
います。言葉として、その感情の意味を知るんです。そうすると、自分に湧き
上がってきた気持ちが今はこういうもので、こういう感じと口にして説明する
ことが出来ますし、何より 自分自身にもその状態を教えることが出来ます。自
分でも分からないまま、 何となくイライラしていたり、モヤモヤしていたりす
ることってあると思うんですね。でも、その状態がよく分からなし、から、 「別に」
とか、 「何となく jで終わらせるんだけど、それだとどうもすっきりしない。そ
んな時に、今はっきりと 自分は腹が立っているんだ、疲れているんだと 口に出
来る方が、黙ってお腹にためているより健康的です。せっかく言葉を知ってい
る人間に生まれたからには、言葉をぜひ利用して欲しいと思います。そして、
出来ればポジティブ感情をたくさん知って、 たくさん口に出して下さい。辛い
時に無理に「笑って、笑って」と唱える人がいる例がありますが、意外とパカ
にできず、自分自身の気持ちを盛り上げることに繋がったりもします。言葉を
知って使うだけで、相手にも助けを求めることが出来ますし、自分自身にも危
険状態を知らせることが出来ます。
というわけで、自分の中にはいろいろな感情があって、それがどういう場面
でどう沸き起こってくるのかを知っていたり、常に意識することが出来ると、
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ストレスを減らす第一歩になるかもしれません。難しいですけどね。
と、心理テストと感情の話を軽くしていたら前半戦が終了したので、ここで
少し休憩を挟みますね。その後、臨床心理学のお仕事の話をしたいと思います。
(10分間の休憩）
5. 臨床心理学／心理職について
休憩後、簡単に「臨床心理学もとい心理職」についての話を挟んだ。学校と
生徒の希望を考慮し、ストレスマネジメントの授業内で随時話をしていくだけ
でなく、その為だけの時間も設けた方が良いと考えたからである。プログラム
の構成上、 一通りストレスマネジメントの話をした後に話すことも考えたが、
逆に臨床心理学の理解や知識を供与した後、改めて本題に戻る方が生徒のモチ
ベーションをより維持出来ると考えた。
尚、心理士の資格は現時点で多種に渡る為、ここでは「臨床心理士Jの資格
に限定した話をしている。授業後、生徒らから 「他にはどのような資格がある
か、またその取得方法は？」といった質問が寄せられた為、それは書面にして
後日学校側を通し、全員に情報共有してもらう形で回答している。
官頭に、「スポーツと一言で、言っても、野球やサッカーなど様々なスポーツが
あるのと同じで、臨床心理学にもいろいろな研究分野がある」ことを説明した。
またそれでも、もし一言で説明しなければならないとしたら、それは人間研究
の学問と言えると提示。そしてここで言う人間とは、自分はもちろん、家族や
友人、その他すべての「人j を指すが、臨床心理学はその「人jの心について
考える学問であると繰り返した。
ただし人間研究、人の心の研究と言ってもやはり暖味なので、「臨床心理学J
と「心理職Jの話をする上で、その主な学びの内容を以下3点にまとめた。
臨床心理学の学習）
①人の「性格J・「感情」について学ぶ
②こころの病気について学ぶ／心を健康に保つor治療する方法を学ぶ
③ 地域支援十コミュニケーションについて学ぶ
番外編：超能力について学ぶ （※番外編は小さく表示）
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事前に用意していた模造紙に上記のことを書いて掲示。 1つずつ順番に説明
を試みた。
以下がその講義内容の主だ、ったものを抜粋したものである。随時生徒らの反
応も入るが、本節における目的は授業進行内容とその流れを押さえる為のもの
なので、ここでは割愛する。また、学習内容の④についても雑談の域を出ない
為、同様に省略する。
①人の 「性格」・「感情」について学ぶ
たとえば私は、自分のことを凄く人見知りだと思っていて、今はこうやって
ぺうぺら喋っていますけど、知らない人に話しかけるのは苦手だし、こうやっ
て人前で話すことも緊張して舌をかみまくるタイプです。前の晩ドキドキして
眠九なかったり。で、そういう自分の性格が嫌なので、何でこんな性格になっ
ちゃったんだろう？その理由を探りたし＼ ！・・－・－・なんて時、この①が当てはまり
ます。また、そういう、自分が嫌だなと思っている性格を、治すってことは難
しいまでも、何とかコントロールすることは出来なし1かな？例えば、こういう
人前で話さなくちゃいけない時に、カチッとスイッチが切り替わって、あがら
ず話せるようになる、そんな訓練方法はないかな？という時にも、この①が研
究テーマになったりします。そういうのをパーソナリティ研究とか、感情研究
って言ったりします。心理職は、相談に来る人の性格とか行動ノミターンを予測
したり分析する必要がありますから、この①はどういう心理職に就くにしても
必要な勉強になりますね。
②こころの病気について学ぶ
文字通り、心の病気について学びます。心の病気って言っても、いろいろあ
りますよね。どういう病気があるか、知っている人いますか。（間）＝今臨床心理
学は人の心の健康について、または病気になった時にそれを良くする方法を学
ぶ学問でもあると説明。
それから、難しい言葉なのでここには書きませんでしたが、心理学は心の問
題だけではなくて、実は器質的な問題、つまり脳の機能に何らかの障害が起き
ていていろいろな問題を起こしてしまう場合の研究もしています。例えば認知
症とか、学習障害、自閉症など、聞いたことはありますか。（問）私は今、大学
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へ行く傍ら、そういう、人とうまく関われなかったり、勉強することが辛い、
難しいという子どもたちが楽しく学べる方法はなし1かを考えて一緒に勉強した
りお話したりする仕事をしていますが、これも心理の仕事と言えると思います。
皆さんの中にも、嫌いな勉強だと何回やっても覚えられないとか、作文はどう
しても書けない、苦痛とかつてありませんか？それでも大抵は我慢して乗り越
えちゃうと思うんですけど、世の中には、努力が出来ないとかそういう問題で
はなく、乗り越えるのが難しいという人が結構います。私もこだわりが強い方
で、どうしても理解できない分野があったりしますが。というわけで、心の病
気について学びますというと、どうしても精神の病ばかり想像してしまいます
が、こうしづ研究分野もこの②のグループ。に入ると言えます。
③地域支援＋コ ミュニケーションについて学ぶ
心理学のお仕事って真っ先にカウンセラーが思い浮かびますよね。 1対 1で
部屋にこもって、悩みを抱えている人の相談に乗る仕事って。もちろん、そう
いう仕事もあるんですけど、実は心理学のお仕事って、この③が1番多し、かも
しれません。例えばスクールカウンセラーはこの③に当たります。子どもの悩
みを聞くだけじゃなくて、親御さんや学校の先生、市のソーシャルワーカーさ
んとか、いろいろな業種の人と関わりを持って、協力し合いながら援助をして
いくという形態です。ですから本当は、私のように知らない人と話すのは苦手
とか、人見知りだとか言う人は、カウンセラーになるのは大変です。 いろいろ
向かないと思う仕事が回ってきたりもするので。逆に、自分が鍛えられたりも
していいとは思いますが。（問）
今日はこの中の特に①、それと②をちょっとやっているということはなりま
すね。では再び、ストレスを軽くする為にはどうしたら良いのか、ストレスを
生む人の感情について話を戻したいと思います。
5. 自他の感情・行動比較
ストレスマネジメントの話に戻る という前置きをつけた上で、唐突に「では
これから、あるクイズをしたいと思います」と、 プログラム内容④自他の感情 ・
行動比較（紙芝居風場面心理クイズ）を実施した。その意図については特に説
明は行わず、ワークシートを配布し、クイズに答えるよう依頼している。
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紙芝居風のクイズは、 B4サイズのスケッチブックに1枚ずつ、ある場面のイ
ラストが載せてあり、筆者が簡単にどういう状況であるかを説明する。それに
ついて、①この登場人物はどのような気持ちでいると思うか、②自分ならばど
う感じるか、また③どのような行動をとるか…を問うている。問題数は全部で
大聞が3つあり、選択式と自由記述式の両方を採用している（ワークシートは
第N部の資料頁に添付）。
問題内容と進行方法は以下のようなものである。
自他の感情・行動比較1)
このクイズは、人が、どういう場面でどういう感情が沸き立つものなのかを
考えるものでナ。人の心理について考えるこの問題には、正解・不正解はない
ので、気楽に考えて答えて下さい。
《問題1》
パソコンが壊れてしまい、見たい動画が見られなくなったAさんがいます。
彼の今の心境はどのようなものだと思いますか？以下の選択肢から選んで下
さし1。
A. 「使えねーなこのパソコン！マ、ジむかつく、ぶっ壊すぞ【怒］ ！」
B. 「たたけば直るかも－一？いちかばちか・ー［挑｝ ！」
C. 「俺のせいだ！パカパカ俺のパカ［悲］ ! J 
D.その他
A～Cのどれにもその答えはないという人は、 Dのその他の欄に、考えられ
る気持ちを書いてみて下さい。何度も言うようですが、この問題に正解・不正
解はありません。
では次に、あなた自身がこのような場面に遭遇した場合、あなたならどう感
じますか？さきほどの選択肢から答えを選んでみて下さい。（間）
そして、このようになった時、あなたならどのような行動に出ますか？以下
の選択肢から選んで下さい。さきほどと同じよう に、もしこの中に答えがない
と思った場合は、 Dのその他のところにその気持ちを書いてみて下さい。
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A.パソコンが壊れた原因を探り、 何とか直そうと努力する。
B.パソコンに詳しい人に訊いたり、店に修理に出したりする。
C. このパソコンはもうダメだと諦めて、新しいパソコンを購入する。
D. その他
・生徒の意見（ワークシートや挙手による意見）
問題 1) A B C D 無回答
Q 1. この時のAさんの心境は？ 11人 7人 0人 4人 0人
Q2. あなたがAさんならどう感じる？ 8人 5人 2人 6人 1人
Q 3. あなたがAさんならどう行動する？ 6人 11人 3人 2人 0人
[Q 1. 2のDの意見一気持ち－］
－ああ～これもうダメだな、買い換えねーとな、めんどくせ。
－しょーがない、あきらめる／まいつか／困る／混乱／放心／がっかり。
－どこがどう壊れたんだろう？
・・・・・ ・E・・・・ー・・・・・，
[Q 3のDの意見一行動－］ － ． ・ i Table5 : 
・しばらく パソコンを休ませる。
冒・． ． ，
：集計結果
－壊れた原因を追究した後、駄目なら購入。 ． ・・ー ・ー・・・・・・・・・＇
《問題2》
英語を勉強したいと思い、張り切って教材を開いた Bさん。しかし何が書い
てあるのか全然分かりません。全く理解出来ません。この時のBさんの心境は？
A.「この本マジで使えねー！金返せ［怒］ ! J 
B. 「きっと何回も読めば理解出来るさ。もうちょっと頑張ろう【挑む
C. 「おおおー ・俺は何てパカなんだ～［絶望］」
D. その他
また、あなたがBさんなら、このような時どんな気持ちになりますか。
そしてさらに、問 1と同じですね、そういう気持ちになった後、あなたなら
務ー
どのような行動に出ますか。以下の選択肢から答えて下さい。
A. それでも一生懸命辞書で、単語を調べたりしながら読み続ける。
B.新しい本を買う。
C.英語の勉強をやめる。
D.その他
・生徒の意見（ワークシートや挙手による意見）
問題1) A 
Q 1.この時のBさんの心境は？ 0人
Q 2. あなたがBさんならどう感じる？ 0人
Q 3.あなたがBさんならどう行動する？ 9人
[Q 1. 2のDの意見一気持ち－］
－集中力切れたわ～。
－悩む／どこかにきっとヒントがあるはず ！
B C 
13人 8人
14人 4人
5人 6人
－何回か読んで分からなかったら、別のアプローチを考えよう。
[Q 3のDの意見一行動－］
－そもそも英語の本なんて買わない。
D 
1人
3人
2人
無回答
0人
1人
0人
Table6：集計結果
以上の結果2つを受けて、全く同じ場面に遭遇したとしても、 人によって感
じ方は違うだろうし、そうなった場合の対処の仕方も同じではない、つまり、
物事の答えは一律ではないということを、とりあえず頭に留めておくよう教示
する。その上で、もう 1つの問いを出す。
自他の感情・行動比較3)
《問題3》
教室ですれ違いざま、 C君と「チラッ」と目があったDさん。お互い無言で
通つ過ぎましたが、この時のDさんの心境は？ちなみにC君とDさんはクラス
メイトではありますが、普段そんなに接点はありません。
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A. 「C君、私に気があるのかも［照】J
B.「｛可も言ってくれないなんて冷たい…。C君、私のこと嫌いなのかな｛不安｝」
C. 「レディファーストだろ、率先して道開けろや｛王｝ ！！」
D. その他
また、もしあなた自身がこのような場面に遭った場合はどのような気持ちにな
りますか。あわせて考えてみて下さい。
・生徒の意見（ワークシートや挙手による意見）
問題1) I A I B I c I D ｜無回答
Q 1. この時の Dさんの心境は？ I 1人 I10人 to人 I11人 Io人
Q2 あなたが Dさんならどう感じる？ 11人 I4人 to人 I15人｜ 2人
[Q 1. Dの意見一気持ち－］
・何も感じない／関わりがないから特に気にしない
－記憶に一切残らない。したがって感情が発生しない0
．気まずい
・あいさつした方がいいのかな？
．なぜ見るのか若干考える
[Q 2の意見一気持ち ］ 
－何も思わない／無感情／どうでもいい
．たまたま目があっただけさ
－何見てんだ！
・あんまり知らないのに目があっちゃった。何か言ったりした方が良かったか
な？
Table？：集計結果
これらの結果を受けて、プログラム⑤感情認知に至るまでの進行は、以下の
ようなものである。
3-7' 
自他の感情・行動比較4)
たったこれだけのシチュエーションですけど、この選択肢以外にもいろいろ
な心境を想像できると思います。しかも今回のこの例はあまりに大げさだった
かもしれませんが、これと似たようなことは、皆さんも実際に経験したことが
あるんじゃないでしょうか。誰かに対して、あの人は自分のことをどう思って
いるんだろう、とか。そんな時、選択肢Aのように感じられたらちょっと幸せ
ですけど、 Bのように感じたとしたら苦しいですよね。
皆さんも答えてくれたように、普通に考えたら、選択肢Bのように「嫌われ
ているかも－一」なんて感じる必要はないですよね。だって、 C君とは普段何の
接点もないわけですから、嫌われようにも、嫌われるほどのことは何もしてい
ない。嫌われる理由がないんです。でも、こういう紙芝居みたいな形で、他人
事のようにその場面を見ている分にはそう感じられても、実際に自分がその場
面に置かれたら、自分あの人に嫌われているかもとか、悪く思われているかも、
など、もしかすると皆さんも感じたことがあるのではないでしょうか。
では、 Bのように感じないためにはどうしたら良いのかという話です。今さ
っきも言いましたが、紙芝居で見る分には、この人が C君に嫌われる特別な理
由は考えにくいですね。 2人は普段接点がないとはっきり書いてありますから。
でも、特に理由がなくても不安を感じてしまう場合は、もう一度、その「理由
がなしリとしづ部分について考えてみるといいです。確かに、自分には特に理
由が思い当たらなくても、いつの聞にか嫌われている可能性もないわけじゃあ
りません。自分が知らないうちに何かを言ってしまっていたとか。でもそれで
は、普段それほど接点のないクラスメイトに知らない聞に「嫌われる」可能性
と、接点がないのだから「嫌われていなしリという可能性、どちらの確率が高
いか。このことをよくよく立ち返って考えてみることが大切です。
今回はほとんどの皆さんが「嫌われていない可能性Jを取って、選択肢でも
Dなどを選び、「特に何とも思わなし＼Jなどの意見を出してもらえました。
ただ先ほども言いましたが、こうやって紙の上で考える時は冷静でも、いざ
自分がその場面に置かれた時、今とは違う冷静さを欠いた選択をしていること
があるかもしれません。そんな時は今日のことを思い出してみて下さい。また
特に自分が明確な理由を言えないのに、「これはこ うなんだ！」と思いこんでい
ることがなし1かも、思い返してみると良いと思います。
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6.感情認知について
すでに長い時聞が経過している為、生徒らに適宜「そろそろ終わりに近づい
ていますJ、「まとめに入りますJといった声掛けを行い、集中力が切れないよ
う、視線等も努めて教室全体を見渡すように心がけた。
最後のフ。ログラム⑤感情認知は、さきほどの話の流れに続けて話をしている。
感情認知について 1)
今の紙芝居からも分かる通り、こんな些細な日常生活の中で、人って本当に
いろいろな感情が沸き立つ可能性があるんですよね。またその場面をどう感じ
るかは、人によって全然違います。たとえ同じ場面にいて同じことを経験して
いても、一人はそれを楽しいと思うかもしれないし、一人は悲しいと思うかも
しれない。
そこで、自分が「どうしづ場面でどういうことを感じやすし1か」（板書）をあ
らかじめ知っておくと、ストレスの軽減にとても役立ちます。これは「自分の
感情パターンを知るJ（板書）ということですが、これを知っていると知らない
とではかなり大きな差になります。もしネガティブな感情が沸き立つ場面が来
ても、「あ、自分はこういう時すぐブルーになって落ち込んじゃうんだよな」と
か、「すぐカッとなって余計なことを言ったり、人や物に当たっちゃうんだよな」
といったことがあらかじめ分かつていれば、それはすごく大きな助けになりま
す。ネガティブな感情にただ流されるんじゃなくて、そういう感情が今「キタ
ーッJと自覚する。それと、同じような悲しい目に遭っているはずなのに‘プ
ノレーにならない人っていますよね。そういう人ってこういう時、どういう考え
方になるんだっけ？ブルーにならないで済む別の考え方、感じ方があったはず
だと考える。そうやって自分に語りかける癖をつけるんです。そうすれば、今
紙芝居の問題に冷静な判断を下せたように、普段の生活で落ち込む場面が来て
も、落ち込む頻度を少なくすることが出来るかもしれません。
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Figure4：板書例
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感情認知について 2)
これを「感情を認知する」と言います。心理学では、 「認知療法」というのが
あって、自分を冷静に知り、分析することが実際の治療法としても予防法とし
ても用いられています。これが実践できると、普段ネガティブになり過ぎて心
を疲れさせてしまう人が、自分をよく観察して考えた結果、その問題を解訣で
きるようになったりします。ちょっと難しし 1かもしれませんが、最初に心理矛
ストをやったのも、感情を表現する言葉について考えてもらったのも、すべて
ここに繋がっています。今の自分の心理状態はどんなかなという振り返りはと
ても意味のあることなんです。どうでしょう、皆さんは自分の心に問し1かけて、
今の自分の感情がどういうものか、認知することが出来そうですか？今日の話
を少しでも分かつてもらって、皆さんが自分の心やストレスと向き合う時の参
考にしてもらえたら良いなと思います。
8.樹木画テス トの説明
最後に再度樹木画テストを施行した。全く描けなかった生徒が 1名いたが、
残りの 21名は自分なりの樹木画を描くことができた。その後、生徒には木を描
いた位置や筆圧、幹の形や葉の形状などでそれぞれの特性が解釈されることを
説明し、今回は正式なテストではないPで、この解釈も参考程度に理解すれば
い
良いこと、ただ、その解釈を知ったことで自分自身はどのような性質があるか
を考えてもらう ことには意味があることを伝達した。
テスト結果に関しては、第3節の結果にて、何人かの生徒の作品を一事例と
して選び、掲載する。
9.アンケート
授業後は簡易式のアンケートに協力してもらっている。同時に、心理のこと
で質問がある場合は自由回答形式で記述を求め、 後日、学校を通して筆者から
の回答を渡してもらうように依頼した。
本研究においては、生徒の個人情報に関わる個別の質問は割愛し、アンケー
トの結果のみを公開して、後の考察に繋げることとする。
第3節結果
本節では授業後アンケートの結果と、授業中行った心理検査（日本語版POMS
短縮版と樹木画テスト）の結果を掲載する（アンケートの結果はTable8、POMS、
樹木画テストはそれぞれTable9～11、Figure5～11を参照）。
授業後アンケート「1」、授業の感想に関しては、「とても面白かったJ、「面
白かった」に回答したのが全体の 68%と約7割の結果を示し、次いで「普通」
が約3割、 1名が 「つまらなかった」と回答している。尚、授業に満足感を得
られなかったこの生徒は、授業が「かんたん過ぎたj と回答している。
次いで「2Jの授業理解に関しては、「よく分かつた」、 「分かつた」と回答し
た生徒が全体の6割、「まあまあj と回答したのが3割強であり、「ちょっと分
からなかった」、「分からなかった」と回答した生徒はいなかった。これは「3」
の授業難易度において「普通」と回答している生徒が 5割と半数な上、 それ以
上の「かんたんJ、「かんたん過ぎたJと回答している生徒が約3割と、 クラス
の大半が授業内容に難しさを感じていないことと関係していると思われる。ま
た、 4 「感情についてjの質問項目において、普段から感情について 「よく考
えるJ、「考えるJ、「時々考えるjの回答者も同様に全体の8割を超えているこ
とから、 心理学に興味・関心のある生徒が集まった本クラスにおいては、それ
が授業の理解を助けることに繋がったことが見てとれた。
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－授業後アンケート
1.授業感想
とても面白かった
面白かった
普通
4人（18.2%)
11人（50.0%)
6人（27.3%)
ちょっとつまらなかった 0人（0.0%)
つまらなかった 1人（4.5%)
3.授業の難易度
かんたん過ぎた 1人（4.5%)
かんたん 6人（27.3%)
普通 1人（50.0%)
ちょっと難しかった 2人（9.0%)
すごく難しかった 1人（4.5%)
無回答 1人（4.5%)
5.ストレス考察
ょくできた 5人（22.7%)
できた 6人（27.3%)
まあまあ 10人（45.5%)
あまりできなかった 1人（4.5%)
全くできなかった 0人（0.0%)
2.授業理解
よく分かつた 5人（22.7%)
分かつた 9人（40.9%)
まあまあ 8人（36.4%)
ちょっと分からなかった 0人（0.0%)
全く分からなかった 。人（0.0%)
4. 「感情」について
普段からよく考える 8人（36.4%)
考える 1人（4.5%)
時々考える 10人（45.5%)
あまり考えない 1人（4.5%)
考えたこともない 0人（0.0%)
無回答 2人（9.0%)
6. 同じシチュエーションでも、人に
よって感じ方や行動が異なる
そんなの当たり前 16人（72.7%)
気づかなかった 4人（18.2%)
考えたこともなかった 1人（4.5%)
無回答 1人（4.5%)
7.思考ノ号ターンを予測し、感情をコントロールできるか
かんたんにできそう 0人（0.0%) 無回答 ｜ 1人（4.5%)
何とかできそう 5人（22.7%)
時と場合によってできそう 10人（45.5%)
難しそう 4人（18.2%)
絶対できない 2人（9.0%)
Table8: A校授業後アンケート結果
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その他、本授業を終えて5「ストレス考察Jができたかについての質問には、
約半数の 11人が「よくできたJ、「できたj と回答、次いで「まあまあjが 10
人、「あまりできなかった」が1人であった。
また6 「同じシチュエーションでも人によって感情や行動が異なる」ことに
は、 7割を超える生徒が「そんなの当たり前j と回答しているが、だからとい
ってそのことを理解し、人にはあらゆる思考パターンがあり、それを理解して
感情コントロールに繋げることができるかという間し、かけには、「難しそう」、
「絶対できなしリと回答している生徒が3割近くに上り、最も多かった回答が
「時と場合によってできそう」の10人であった。
尚、この質問以外の自由回答記述欄においては以下のような感想が寄せられ、
心理テストやスト レスマネジメントのテーマに一定の興味を持って臨めた様子
がうかがえた。しかし一方で、 「不安になりやすい時、 どう対処すれば良いです
か？」といった、もう少し具体的対応法を知りたいといった声もあった。
また、本テーマで、は触れなかった精神疾病に関する質問や、心理学を学ぶ際
の筆者自身の心構えを問うもの等、多様な声が寄せられ、それらは学校を通し
それぞれ回答したが、 ここではその内容は割愛する。
・自由回答記述欄から一部抜粋
0心理学に興味があったので面白かったです。大学で心理学を勉強してみたい
と思いました。
0ありがとうございました。何かとストレスが溜まっている方なので、凄くた
めになりました！
0樹木画テス トの結果が、まさに自分の性格とコンプレックスと一致していた
のに驚きました ！
0自分の感情パターンを知ることでコントロールできることは初めて知りまし
た。自分の感情パターンを理解してーの感情をコントロールできたらいいなと
思いました。
0心理に興味があるので聞けて良かったです。とても楽しくて、これから気を
つけたいと思いました！ （自分の心を意識したいと思った）
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・POMSの結果
Table9から Tablellに、 A校授業参加者の結果を集計したものを掲載した。
繰り返しとなるが、本検査は生徒自身に自らの状態を振り返る為の意味で施行
しているが、通信制・単位制高校に所属する生徒の現況値として見る意味でも、
そのデータはここに掲載することとした。男女別と全体で集計したものを掲載
したが、全体的に男子生徒よりも女子生徒の方がポジティブ尺度の 「活気j を
除く全ての尺度、特に 「抑うつ一落ち込み」「怒り－敵意」「混乱jが、金子書
房が発刊する『POMS短縮版／手引と事例解説』にある、 19歳以下の健康な男
女 684人に対し施行した平均得点と比べ、高い数値を示していた。
得点
平均値 標準偏差 範囲 中央値
緊張－不安 10.5 (9.6) 5.03 4・17 8 
抑うつ一落ち込み 8.5 (6.2) 5.54 0・16 8 
怒り－敵意 7.9 (5.4) 5.32 1-17 9 
活気 4.8 (8.4) 2.86 2・9 3 
疲労 11.3 (10.1) 5.14 4・20 13 
混乱 10.5 (6.8) 4.93 5・18 11 
Table9：女子生徒の得点／※（ ）内の数は 10代女子平均値
得点
平均値 標準偏差 範囲 中央値
緊張不安 8.5 (8.5) 4.34 。”15 9 
抑うつ一落ち込み 7.5 (5.3) 5.11 3・18 6 
怒り－敵意 4.9 (4.9) 4.25 0・13 3 
活気 7.5 (9.8) 4.41 0・15 7 
疲労 11.8 (8.6) 5.76 3・18 13 
混乱 9.5 (6.4) 3.5 4・14 10 
TablelO：男子生徒の得点／※（ ）内の数は 10代男子平均値
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また一方の男子生徒においても、 「活気」尺度は比較的高く、「不安一緊張J「怒
り－敵意j も平均値、またはそれより下の数値で、あったが、その分「疲労J「混
乱j といった尺度が高い数値を示し、特に「疲労jは女子得点よ りも高いこと
が分かつた。つまり総じて、参加生徒の多くは全国の 19歳以下に見る平均デー
タよりも各尺度において高い（活気尺度においては低し＼）数値を出しているこ
とが判明し、その中でも特に「疲労」の尺度が際立つて高いことが見てとれた。
・POMS結果（A校）
得点
平均値 標準偏差 範囲 中央値
緊張－不安 9.5 4.71 0・17 8.5 
抑うつ一落ち込み 8.0 5.22 0・18 7 
怒り－敵意 6.4 4.94 0・17 6 
活気 6.1 3.87 0・15 6 
疲労 11.5 5.33 3・20 13 
混乱 10.0 4.81 4-18 10 
Tablell：全体の得点
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－樹木画テストの結果
樹木画テストの解釈は、ナカニシヤ出版刊行、カ レン・ポーランダー著／高
橋依子訳の『樹木画によるパーソナリティの理解』を主な参考文献と して活用
している。
生徒にはこれを基に、 「筆圧」・「木を描し＼た位置］・「木の大きさ」・ 「木の種類」・
「樹冠J・「幹j・「地面J・「その他」 などから簡単な解釈のみを紹介した。ただ
し、あまりにネガティブと思える解釈や、無駄に生徒の感情を揺さぶると思わ
れる内容は扱わず、あくまでも一般的な性質としてあらわされている言葉のみ
を用いて説明している（例： 筆圧が強い当積極的／筆圧が弱い当消極的等）。実
際のところ、生徒個々人のパーソナリティや生い立ちが分からない状態での詳
細な解釈は、検査環境や実施方法が不適切であることとも併せて危険なもので
あると思われる。また本授業において、生徒たちにはそのこと （テス ト結果の
信頼性は高くなし＼） を伝えた上で、あくまでも自身を振り返る参考にして欲し
い旨伝えている。その為、ここで、の結果は生徒のパーソナリティや、授業前後
による気持ちの変化等の材料とするものではない。ただし、 「3.自己採点と説
明Jにおいても触れた通り、クラス全体においてどのような特徴があったのか、
あるいは変化があったのかを見ておくこと自体には意味があると思われた。し
たがって、一部生徒の結果を事例として載せ、その特徴については記述してお
くものとする。
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－樹木画テスト（A校7事例）
Figure5・1：《生徒A （女）授業前》
／ 
Figure6-1《生徒B （男）授業前》
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Figure5・2：《生徒A （女）授業後》
d らノ
':--A 
／ 
Figure6・2《生徒B （男）授業後》
Figure7・2《生徒C （女）授業後》Figure7・1《生徒C （女）授業前》
??
??
I. ? ? ??
?
? ? ?
? ?
（男）授業後》
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Figure8・2《生徒D（男）授業前》Figure8・1《生徒D
一ー一一一ー一
J{ l ¥ ¥ ＼＼、
Figure9・1《生徒E （女）授業前》 Figure9・2《生徒E （女）授業後〉
局、園、
＼ 
Fi伊irelO・l《生徒F （男）授業前〉 FigurelO・2《生徒F （男）授業後》
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Figurell・1《生徒 G （女）授業前〉
Figurell・2《生徒G （女） 授業後》
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クラス全体の特徴としては Figure6、7に示した生徒のように、筆圧が弱く、
線が細し1生徒が大半を占めた。中には FigurelO、11の生徒のように、どちらか
1枚だけが薄い絵で、もう 1枚の絵はしっかりと描かれている例もあったが、
基本的に筆圧は2枚共に変わらぬ調子で描いた者が多い。
用紙の使用法は縦長に使った生徒が最も多く、 Figurellのように横長に使用
した者は4人、全体の約 1/5程度であった。
以下、その他の特徴についても全体の割合を記述する。
［木を描いた位置］
生徒の大半が用紙の中心に描いており、授業後も定位置で描いている者がほ
とんどだった。その次に多かったのが FigurelOの生徒のように用紙の上方に描
いている者で、同じく右側、左側に描いている若干名も、その位置はやや上方
に位置しているのが目立った。また、授業前は中央にあったものが Figure5の
ように上方へ向かったり、 Figure7のようにその形態自体大きく変えているも
のも若干名見受けられた。
［木の大きさ］
クラスの半数が Figure6、11の生徒のような大きさで描いている反面、女子
数名は Figure9の生徒のように小さくこじんまりとした木を描いていた。紙を
はみ出すほどの絵は Figure7の生徒が授業後に描いた作品の他2名いた。
［木の種類］
極端なものはないが、ほとんどの生徒が Figure5、6に示すような「抽象的
な木」と分類される簡易な木を描いた。また男子生徒だけでみると、 Figure8、
10のように葉のない枯れ木を描く者が3名、授業後に描いたものとあわせると
4名と、男子参加者の約半数にのぼった。さらに、実際に存在する木ではある
が、参考文献によると「空想の木と同じように現実への不満を表している」
(Bolander, 1977，邦訳 144頁）クリスマスツリーを描いた女子生徒は2名い
た。尚、そのうちの 1名は「クリスマスが近し1からJと説明をつけた上で描い
ている。
［樹冠］
最も多かったのは Figure5、6のタイプだが、 Figure7～11に示した通り、
参加者によって様々な形態が見てとれた。また、参加者の約 2/3が授業前と後
51 
とでその樹冠を変えることはなかったが、中には Figure7, 9のように、 1回
固と全く異なる絵を描く生徒が数名いた。
［幹］
曲がった幹を描く者はおらず、 Figure8・1、Figure9・2のように、若干右斜め
に傾いている幹を描いたこの2名がいるのみで、大半は真っ直ぐな幹を描こう
とする者で占められていた。また、 1回目には描かなかった樹皮を2回目には
丁寧に描写するといった工夫を課す生徒が全体の 1/3ほど見受けられた。
Table12：樹木画テスト結果の主な特徴
この他、筆者の教示が「頭に思い浮かんだ1本の木だけを描いて下さしリとい
ったことも影響していると思われるが、地面を描いた生徒、紙の下部を地面と
見立てて描いたと思しき生徒は 1人もいなかった。同様に、木以外のものーた
とえば、解釈の際によく用いられる蛇や鳥、小さな昆虫、背景に山や雲、また
雨などーを描く生徒も皆無で、あった。
全体の特徴として特に顕著だったのは、 Figure5、6のように、 1回目より
2回目を大きく描く、 Figure5、10、11のように樹皮など描写を細かくする者
が増えたことなどであった。また、中央に描いた者がほとんどながら、 Figure
5、10のように紙のやや上よりに描く者も 1/3ほど見られたこと、 Figure7・2、
9・2のように、 1回目と 2回目とで全く形状の異なる木を描いた者が 1/3ほど見
られたことも特筆すべき点で、あった。特に例示した女子生徒たちはPOMSの結
果も各尺度で平均値より高い（あるいは、活気項目では低し＼）数値を出してい
た。
第4節考察
A校での授業実施は、もともと当該校にある課外授業プログラムの一環とし
て行われたものである為、生徒自身も「その授業に興味があるJという参加意
思を持って出席している。したがって、クラスの全体的雰囲気も、見知らぬ外
部講師に対して歓迎ムードがあり、積極的に学びを得たいという姿勢が多く感
じ取れた。それ故、授業自体の進行も、 90分間という、本来なら高校生にとっ
ては長時間と思われるものにも関わらず、一部のプログラム（心理検査の自己
採点等）以外はほぼ予定通り、スムースな流れで執り行うことができた。
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また、本授業のクラスは 「希望者制」を取っていた為、その層は1年から 3
年までと全学年に及んでいたが、もともと小規模な学校であることから顔なじ
みも多いのか、全体の前で自らの意見を発することに抵抗がない生徒がいたこ
とや、意見を求める際、挙手でなら自分の意思を表明できる空気があったこと
も授業にはプラスに作用していた。
そのような空気の中で行われた授業でもあり、アンケートの結果や生徒独自
が記述した感想欄から見る反応にしても、授業に対する満足感や理解度は比較
的高い結果が得られたと思われ、単発の授業であっても、実施にある程度の意
義はあると感じられた。特に POMSと樹木画テストという、「自身を振り返る
目的jで、意識的な部分、無意識的な部分を探る検査を2種類敢行したことは、
生徒自身が直接作業できることもあって冒頭から授業への集中を高めることに
貢献したし、実際生徒自身からも「面白しリ、「当たっている」、 「こんな解釈が
あるんだ」等、楽しさや驚きの反応が多く見受けられ、和やかな雰囲気で行う
ことが出来た。その為、検査開始当初こそ、真剣、しんとした空気が流れてい
たが、自己採点や説明時には、本来心理検査の際によく見られる無用な緊張や
構えといったものがなく、生徒達は周囲の結果と比べながら、自分自身の「今」
に向き合うことが出来ていたように思われた。そのような機会を作れたことか
らも、心理検査の実施には一定の価値があったように感じられた。
さらに、その後の感情学習や自他の行動比較のプログラム内でも、授業内で
は努めて生徒自らが手を動かし、頭を使って考える場面を設けたが、ただ話を
聞くだけの講義形式にするより集中力は持続したと思われるし、具体例をもっ
て自身の生活について省みる契機となった点で、事例を挙げた課題フ。ログラム
は現今すでにその効果が示されている小学生や中学生のみならず、高校生にと
っても理解を促進しやすいものであると受け取れた。
一方で、中には授業が「つまらなかった、かんたん過ぎたj とアンケー トに
て答えていた生徒や、質問項目で精神疾病に対する知識を増やしたいと、特定
の疾病に関する質問を書くといった、今回の授業内容とは異なる要望も出され、
必ずしも期待を持って授業に臨んでいた生徒すべての欲求を満たせなかったこ
とも明らかとなった。恐らく「臨床心理学の授業」と聞いて、ストレスマネジ
メントといった予防的観点に立った授業よりは、質問にも出ていた 「精神病」
の話が多く聞けることを期待した生徒もいたであろうし、そもそもの授業進行
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自体、平易な言葉と問題（例えば、 「感情を表す言葉を書く Jといった作業は、
語葉の豊富な生徒なら簡単な問いだと思われる）に退屈を感じてしまったとも
考えられる。この点においては、今回の A校のように、はじめから 「心理に興
味・関心がある」生徒の集まりと理解していた時点で、事前にどのような授業
を望んでいるのか、どのような分野を取り扱って欲しいのかをアンケートなど
で聞き取っても良かったかもしれない。むろん、筆者自身の希望には、「自らの
感情を意識する、怒りをはじめとしたネガティブ感情をコントロールする一助
として、認知的ストレスマネジメント法を紹介する」というものがあるので、
その折り合いを如何につけるかも課題になる。しかしながらその目的と併せて、
生徒が自らを振り返る契機を増やす為に、心理学そのものに興味を持ってもら
うことを大前提として考えるのならば、そうした要望をもっと理解し、授業に
生かす方法も考えられたのではなし1かと思うのである。
ところで、本授業ではストレスマネジメン トの他に、学校側の要望を取り入
れて、「臨床心理学の学習内容ならびにその仕事について」の項目を入れた。時
間的・内容的には不足する部分も多かったが、全般的な話に触れることが出来
た点においては、生徒らに事前通達した内容を踏襲することは最低限できたと
思われる。
最後に、当初から本研究の協力に前向きで、あった学校長からは、 「生徒が学ぶ
だけに留まらず、自分たち教員の学びにもしたしリという声を頂けたこと、実
際に授業当日には現場教員が生徒と共に授業参加し、進行役である筆者の補助
に積極的に参加して頂けたことは、本研究の支援実践報告において特筆すべき
ことであると考えている。また A校はこうしてただ一度の関係で終わらせるの
ではなく、今後も何らかの形で繋がり を持ち続けたいと、生徒の卒業や進路相
談等の節目に応じて筆者の協力を仰ぎたいといった要望も述べてくれる等、こ
ちら （心理の）側だけの想いではない、相互協力の意思を明確にして頂けた。
元よりそのような思想や体制が整っていた学校であったとも言えるが、そうし
た環境の下で一実践を行えたことで、単発授業であっても、またクラスの現状
を把握していない外部講師の出張授業で、あっても、そこに支援を試みることの
意義はあると認めることが出来た。
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第6章実践事例研究E
第1節目的
本章ではA校と異なる条件・対象群で、授業を行ったB校の事例を記述する。
協力校は、関東圏内に存立する技能連携校の B校であり、対象生徒は第2学
年の男子・女子生徒である。
B校は提携先の通信制高校に成り代わり、生徒らの学習 ・生活両面の支援を
するべく通常週5日制の下、普通校と同じく、ごく一般的な教室で集団授業を
行う学校である。サポー ト校の中には、「教室」という枠をなくし、パーテーシ
ョンで仕切るだけで授業を実施するところや、大きなガラス張りの教室で外か
らも中の様子を見やすくしている学校もある（し、ずれも、不可視的・閉鎖的な
「教室」とし1う空間に抵抗がある生徒らへの配慮と思われる）。
それと比して B校は、一見すると、少人数制ということ以外は、し1かにも学
校らしい作りの校舎・教室を有している。ただやはり A校同様、授業時間数に
余裕を持たせ、課外授業枠として教科外の 「学習」を行う特色がある点では全
日制と一線を画する。
そのB校ではA校のような「希望制」は採用せず、生徒の心理学への興味如
何を問わずに、午前中の通常時間内にて授業を執り行った。その狙いとしては、
進路を控えた前段階の時期に、通常では接触することのない外部講師という存
在に生徒たちがどのような学習姿勢を保てるかを見るという目的と、感情学習
を中心としたストレスマネジメント授業によって、普段自身の振り返りとは無
縁の生徒たちにその機会を持たせるという 2点が、主なものとして考えられる。
その為 B校においては、 A校のように臨床心理学の学習分野やその仕事の話
は入れず、従来立てたSMPの内容に沿う形で授業を進めた。
B校に事前提出した授業の目的は以下の通りである。
《授業の目的》
－「心理学」としづ学問に興味・関心をもってもら う。
－人がもっ感情とその種類について学ぶ。
－同じ状況・ 場面でも、人によって感じ方や行動選択が異なることを確認する。
－上記の知識を利用して行える「ストレスマネジメント」があることを知る。
※授業プログラム（進行表）は第N部の資料頁にも添付。
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第2節方法
【対象】関東圏内に存立する技能連携校に在籍する高校2年生のクラス計10名。
男女の内訳は男子9名、女子1名である。尚、この 10名は外音防当ら心理の専門
家が来ることを事前に知らされておらず、当日、突然授業を施行されている。
｛実施日］ 2013年 11月下旬。正規の授業枠を使った1回50分問。
【授業概要】「はじめての臨床心理学～感情認知とストレスマネジメン ト～」を
テーマとして、①心理検査（日本語版 POMS短縮版）、②感情学習～知ってい
る感情を挙げてみよう～、③自他の感情・行動比較（紙芝居風場面心理クイズ）、
④感情認知についてーを実施（プログラム進行表は第IV部の資料頁にも添付）。
【授業内容ーその流れ－］
1.授業の内容・目的の告知
授業の官頭では、今回の研究協力を申し出てくれた学校長から生徒たちへ、
本来は課外授業枠の授業内容だが、企画していた学校長による「心理学の授業J
希望者がいなかったこと、しかしながら臨床心理学を学ぶことは君たちにも益
があると思うといった趣旨の説明をして頂いた。その後の時間は筆者に引き継
がれ、筆者はA校同様、筆者の立場（①大学院で臨床心理学の、特にストレスマ
ネジメントの研究をしている。②中高生に臨床心理学を紹介する活動をしてい
る）を明確にし、臨床心理学が心の健康を保つ為、あるいは病気になった時の対
処について考える学問であること、その為、皆さんの実生活にも何らか役立つ
話ができたら良いと思う旨を説明し、授業に入った。
以下、 A校同様、授業進行時の様子をプログラム進行表に沿った形で随時掲
載する。授業の流れをより可視化する為だが、一部 A校の事例と重複するもの
に関しては省略する。
尚、「板書j と記しであるものは事前に用意した単語カードである。 板書する
時間を削減する為、生徒に提示するものはすべてそのような形にして、マグネ
ットで黒板に貼るようにした。
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導入部分）
臨床心理学一－というのは、こういう字です（板書）。
心理学、という言葉だけなら皆さんも馴染みがあるかもしれませんが、臨床
という風につくと、どうでしょ う、ぴんとくるでしょうか。臨床心理学といっ
てもいろいろなことを研究していますが、簡単に言えば人の心の健康について
考える学問と言えます。例えば身体の問題だったら、風邪をひかないようにす
る為には、手洗い・うがし、をしましょう、とか言いますよね。それと同じよ う
に、心も、目には見えないんですけど、これも確実に皆さんの中にあるものな
ので、定期的に気をつけて見ていてあげないと、身体と同じように病気になっ
たり、ぐったりしてしまうことがあります。ですから、臨床心理学というのは、
心が風邪をひかないようにする為にはどうしたらいし1かとか、実際に風邪をひ
いてしまったらどうすればいいのかを考えたりする学問と言えます。
それで、私は大学で特に「ストレス」（板書）について勉強しているんですけ
ど、ストレスって皆さんわかりますか。（無反応）日常的によく使うかな。皆さ
んも分かつていることかもしれませんが、ストレスをあまりため続けると、心
に良くはありません。
そこで今日は、実際に皆さんのストレス度をチェックしたりしながら、どう
して人はストレスをためてしまうんだろうとか、それを、完全になくすのは難
しいとしても、せめて軽くする為にはどういう方法があるのかなというお話を
したいと思います。
2.心理検査の実施
時間の関係上、 B校生徒に実施した心理検査は日本語版 POMS(profile of 
mood states）短縮版の1種類のみである。POMSについての説明はA校で述
べているのでここでは割愛するが、検査の実施は 「（生徒の）気分 ・感情を測定
する」ことではなく、結果の当否に関わらず、それを受けて生徒たちが「自分
自身を顧みるきっかけとするJことを目的としている。
《POMSの施行》
生徒達には冒頭、POMSについての説明と検査を受けるにあたっての諸注意、
そして「これは皆さんのここ 1週間の気分を測定するテストです」と告げて検
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査を始めている。また、当検査は疾病の有無を判定するものではなく、学校や
会社、またスポーツ選手のメンタルケアにも用いられている身近なものである
という点にも触れ、 A校同様、検査前の無用な緊張や構えを軽減するよう努め
ている。また検査は自己採点制であり、筆者が授業後回収するものではあるが、
それを拒みたい場合は構わない旨も伝えている（結果、回収を拒否する生徒は
し1なかった）。
心理検査の実施）
では！早速ですが、まず、皆さんがどれだけストレスをためているのか、あ
る心理検査をして、そのストレス度をチェックしてみたいと思います。
受けてもらいたいのはこれです。名前をPOMS、正式名称をProfileof Mood 
States （板書）と言います。英語得意な人はどういう意味か分かりますか？（間）
Moodっていうのは、 「気分」ですね。「StatesJは状態。このテストは、ここ 1
週間の皆さんの気分を測定するものです。もう何十年も学校とか会社で使われ
ているものです。あと、スポーツ選手のメンタル管理にも使われています。
《POMSの説明手）｜買》
この検査用紙には簡単な質問が羅列されていますが、答えはすべて選択制に
なっています。たとえば、「疲れていますか？」みたいに訊かれるので、選択肢
にある「まあまあJとか「少しJとか「かなりJとかいうものの中から、自分
に1番合うなと思う答えを選んで下さい。訊かれたことには、あまり深いこと
は考えずに、ぱっと思いついたものを選んでチェックして下さい。また、間違
えたと思っても消しゴムは使わず、二重線をヲ｜し1て訂正して下さい。もし質問
にある言葉の意味が分からないという場合は、遠慮せずに手を挙げて訊いて下
さい。あまり考えずにさっさとやるのが大切です。
－施行中の様子
誰一人話すことなく、黙々と作業に取り組む姿が見てとれた。しかしながらA
校と同様、恐らくは言葉の意味が分からずある項目からずっと進めない、 答え
を選べずずっと迷う等の生徒が散見された。随時こちらから声掛けすると、 非
常に小さな声で返答するか、黙って領き慌てて記入をしようとする様子が見ら
れた。全体的に早めに記入し終える生徒は少なく、予想以上の時間がかかった。
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3.自己採点と説明
B校の参加生徒はその半数が加算作業にてこずり、それを苦痛に感じている
ように見えた。反面、残り半数の生徒はすぐに計算をし終えて、退屈そうに待
機していた（もっとも催促の言葉を発する、待つことに飽きて隣席の生徒と騒
ぐといった生徒は皆無だ、った）。
POMSの各尺度の得点については、「公表して良い者のみ」挙手で求めるとい
う、 A校と同様の流れを取った。しかしながら、 B校においては自身の結果を
クラス内で公表して良いという者が1人もおらず、挙手を求めても無反応であ
った。その為、授業者である筆者が一方的に説明を続けるという形になった。
各尺度の説明の流れは以下の通りである。
各足度の説明）
（自己採点終了後）はい、どうでしたか、これで本当に気分なんて測定出来
るの？と思うほどあっさりした質問ばかりだ、ったかと思うのですが。 早速1つ
ずつ説明していきましょう。（※全尺度を板書に提示）
まず、 T-A。これは何を意味するのか。最初に、 このテストは、皆さんの
ここ 1週間の気分を調べるためのテス トだと言いました。その中でも特にこの
T-Aは、皆さんの「緊張と不安Jの程度を表しています。皆さんがここ最近、
どのくらい緊張して過ごしていたか、不安を感じているのか、その度合いを示
しています。言いたくない人はいいのですが、別に言ってもいいよって人は挙
手で教えて下さい。この中でT-Aが12点以上だ、った人はいますか？（無反応）
もしも点数が 12点以上だ、った場合は、相当な緊張と不安にさいなまれていると
いうことになります。また、高校生の平均値は、男子よりも女子の方が高いよ
うです。女の子の方が、普段緊張したり不安を感じる子が多いんですかね（※
以降、他尺度も十代平均値を示唆し、 それぞれ生徒の結果を訊いている）。
次はDです。これは「抑うっと落ち込み」具合。抑うつって難しい言葉かも
しれませんが、欝って言葉自体はよく聞く言葉かもしれませんね。気分が沈ん
で、何もする気が起きなくなるような状態のことです。抑うつ、という言葉も
そのように考えてもらって構いません。普段、ちょっと我慢することが多くて、
気持ちが塞いでいるのかもしれません。 皆さんはどうですか？
次は3番目、 A Hです。これは「怒りと敵意J。「キレる」って言葉があり
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ますよね。 10代である皆さんは、怒りという感情は特に身近なものと言われて
います。これは研究者の間でもスゴイ研究テーマになっているんです。最近の
子どもは特に怒りっぽいんじゃなし 1かつて。皆さんはどうですか、 自分はキレ
やすいなと思いますか？（無反応）まあ最近と言いつつ、も う何十年もそう言
われていることですし、実際1番怒りをたたえているのは、データ上では、 20
代から 30代が1番多くて、 10代はそれに続く順位なんですけどね。
Vは「活気」。質問項目からも分かるかと思いますが、今とっても元気かどう
かつてことですね。
Fは「疲労」。平均値では女の子の方が疲れています。皆さんは大丈夫ですか？
そして最後のCは 「混乱」です。これに男女の差はないみたいですね。
どうでしたか。結果を見て、確かに自分は疲れているとか、落ち込みが激し
いなとか、思ったことはありますか。 （無反応）逆に、全然当たっていないよと
思った人もいるかもしれません。でもこの検査は、まず結果を数字で見ること
に意味があります。それによって自分の状態を振り返って、今こ ういう数値が
出たけど、実際どうかなぁと考える。たとえば、自分は疲労の数値が 1番高か
ったけど、疲れているのかな、 それは何でなんだろう と、普段の生活を思い返
してみて下さい。自分の状態を意識して見つめ直すことが大切です。常日頃、
あまりそういうことをしていない、自分の状態なんていちいち考えたりしない、
という人はなおさ らです。 特に今回の結果が、今発表した 10代の平均値より高
かったり、あるいは低かったりした場合は、どうして自分がそういう結果にな
ったのか、その理由を考えてみることが大切です。
心理検査によるそれぞれの結果を受けて、実際にはどうなのか、本当に疲れ
てはいないか、腹を立てていたり、混乱してはいなし＼か等を考える、意識して
みるよう促す。心理検査の結果を「当たっている」、「当たっていなしリ と感じ
ても、それは自由であるが、では今の自分がどのような状態かを考えることが、
今回のテーマである 「ストレスマネジメン トJにも大きく関わることであると
強調する。その上で、感情学習をする為に以下のような導入を行った （尚、生
徒のPOMSの結果は、第3節にて掲載する）。
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4，感情学習
感情学習 1)
世の中にはすでにいろいろなストレス解消法があります。皆さんも、特に意
識していなくても、ストレスたまったな～とか、モヤモヤしたなあっていう時
に、これをやる！とか、決めていることがあるかもしれませんね。たとえば、
カラオケに行くとか、好きな音楽を聴くとか、漫画を読むとか。あとは、家族
や友だちに愚痴るとか。身体を動かすというのもありますね。皆さんにはその
ようなものがきちんとありますか。（無反応）
今挙げた例などはどれもとても良い発散法だと思うのですが、臨床心理学の
中では、ストレスを減らす方法として考えられている案に、認知療法というも
のがあります。ちょっと難しい言葉ですが、これは今ゃった心理検査のように、
実際には見ることのできない心を、自分で意識する、「あ、今自分はこういう気
持ちだ」と認知する（板書）方法です。その気持ちを、認めて、 知る、文字の
通りの意味です。ちょっと難しいかもしれませんが、 これは後でもう 1回説明
しますね。
本授業のメインテーマとなる「認知」という言葉は出すが、ここではそれに
ついて深い説明は行わない。高校生世代とは言え、生徒聞に学力差のある学校
で授業を行う場合、参加生徒の中には語葉力をはじめ、聞く力が年齢相応に追
いついていない者がいる可能性が大きく、難解な話になるとそれだけで苦痛を
覚える生徒が出ることも考えられる。実際、事前に協力生徒のことを学校側か
ら窺った時も、「精神的に幼い子が多し1」等、その推測に違わぬ情報は頂いてい
た。その為、人にはストレスがつきものであるが、大抵の人はそれを発散する
為にいろいろな気晴らし法を持っている、それと同じように、臨床心理学でも、
ストレスを軽減する方法を考えていると提示するに留めた。
そして、説明の時間よりもなるべく生徒らに作業＝今考察を促す形で、感情学
習を推し進める方策を取った。以降はその流れである。 一連の説明をする為に、
最初に筆者の誘導の様子を記述し、次に生徒らの作業時の様子、意見等を掲載
する。
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感情学習 2)
そもそも人はどうしてストレスを感じるかというと、それは感情があるから
なんです。そんなの当り前だよと思う人もいるかもしれませんが、人って生き
ていると、いろいろなことが起きるので、その度にいろいろなことを考えたり、
感じたりしますよね。では、その感じる、ということについて、具体的に人は
どういう感’情を持っているのか、今から皆さんの中にある感情の調査をしたい
と思います。（記述用の用紙を配布）
では、今から 1分ほど数えますので、今、皆さんの頭の中に浮かんだ感情を
表す言葉を自由に書いてみて下さい。難しい人は、今日 1日過ごしてきた中で
感じたことを書いてくれればいいです。例えば、朝起きて眠いのに無理やり起
こされた、むかつく！とか。朝ごはんが美味しかった、嬉しし、！とか。そうい
うものです（間）
はい、では、全部で何個書けたか、教えてもらって良いですか。（無反応。授
業者である筆者が教室を巡り、匿名の下で回答を代弁）
では次に、その書いた言葉を、ネガティブとポジティブとにグループ分けし
て下さい。その言葉の意味については、用紙に書いてある通りですが、皆さん
の中には、そんなのもう知っている！という人も多し1かもしれませんね。でも
一応説明すると、ネガティブというのは一般的に後ろ向きだったり、消極的だ
ったりするイメージの言葉です。たとえば、自分はもう何をやってもダメだ、
とか。ずーんと暗く落ち込むイメージです。ですからそこに当てはまる言葉も、
悲観的とか、つらいとか。そういう言葉が入ると思います。逆にポジティブと
いうのは、前向きで積極的な、まあ明るいイメージですかね。では、皆さんも
それぞれ、自分が書いた感’情の単語をそれぞれグ、ループρ分けしてみて下さい。
ここでは、自らが記述した感情表現をより意識してもらう為、記述の後でさ
らにグループ。化を求めている。ただし、ポジティブ感情とネガティブ感情は、
一般的な概念として、 ＜ポジティブ＝肯定的、積極的、前向き／ネガティブ＝
否定的、消極的、後ろ向き＞等の意味が確立されており、ここでもそのような
説明を加えているものの、ポジティブが「良しリ、ネガティブが「悪しリといっ
た印象がつき過ぎないような配慮は必要だと考える。
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－記述時の様子
回答時間を「 1分間」と短く区切ったこともあり、授業開始前から机に突っ
伏し寝ていた生徒1名を除けば、どの生徒も集中して作業に取り組むことが出
来た（居眠りの生徒も筆者がさり気なく机の周囲を巡回すると起き上がり、心
理検査やワークシートなどには記入をしている）。
また A校での生徒一人当たりの平均個数や最高記録も伝え、それ以上を目指
してみようといった促しも行っている。この時、授業はすでに中盤を過ぎてい
たが、いまだ私語はなく、真面白に取り組む生徒が大半であった。しかしなが
ら、全体的に教室の雰囲気は暗し、ように感じられた。
－生徒の回答
個数 ｜最高一最低 lネガティブ｜ポジティブ｜ その他
全体 2.4 4-0 1.7 I 0.7 I o 
Table13：感情学習の課題（B校） ／平均値
注） 1 .「個数」は書けた感情の数。それらをネガティブ・ポジティブ・その他で分類。
2.「最高 最低」は、最も書けた生徒の数と最も書けなかった生徒の数を提示。
めんどくさい（2) うつ怒
り（2) 緊張不安いたい
つらい疲れただるい（2)
うざい うるさい
マイナスぬ
イメー ジ
ねむい（2)
楽しい（5) 面
白い（2) やるき
Figure12：生徒が出した「知っている感情J（カッコ内は人数）
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感情学習 3)
短い時間でいろいろ書けた人、全然書けなかった人とさまざまですね。 1分
しかなかったのですから、たくさん書けた人がスゴイのであって、書けなかっ
た人は気にしなくても大丈夫ですよ。普段、感’情について意識していなかった
ら、 いきなり今日感じたことを書いてと言われでも難しいですよね。
ネガティブ感情もポジティブ感情も、両方とも、誰の心の中にもありますけ
ど、その比重がネガの方が高い時、たとえば、つらい、かなしい、腹が立つ、
といった気持ちがたくさん心を占めている時って、どんよりと沈んだり、モヤ
モヤしたり、とにかく気持ちが悪いですよね。まさにストレス状態です。です
から、もし今皆さんがネガの方を多く頭に思い浮かべて、何となくネガティブ
感情ばかり書いていたとしたら、 もしかしてスト レスがたまっているのかもし
れないですね。その場合は、さっきの心理検査をした時と同じように、ちょっ
と立ち止まって、自分はスト レスがたまっているのかな、どうかなと、自分自
身に訊いてみて下さい。
この後は次の課題 「自他の感情・行動比較」 の流れに至るまで、 A校の内容
とほぼ同じである。
5. 自他の感情・行動比較
感情というものを言葉として意識する、そしてそれを駆使することを推奨し
た後、それぞれがどのような場面でどのような感情を抱きやすし1かを、 A校で
も行った紙芝居風場面クイズで確認した。ただし、 A校では最初に「想像上の
AさんやBさんはどう感じるかJという視点から、では自分自身ならどう感じ
るかの流れで、行ったが、 B校では時間的な都合もあり、はじめから自分自身に
置き換え考えてもらっている。また、問題数も 2問である。
自他の感情・行動比較 1)
この問題に正解・不正解はないので、気楽に考えて下さい。
《問題1》
英語を勉強したいと思い、張り切って教材を開いたBさんがし1ます。しかし、
次々にページをめくっていくものの、 何が書いてあるのか全然分かりません。
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全く理解出来ません。もし、あなたがこのBさんだ、ったとしたら、このような
時、どんな気持ちになりますか。選択形式なので以下のものから選んで下さい。
A. 「この本マジで使えねー！金返せ［怒］ ! J 
B. 「きっと何回も読めば理解出来るさ。もうちょっと頑張ろう［挑】J
C. 「おおおー－俺は何てパカなんだ～【絶望］J
D.その他
答えがAでも Bでも Cでもないという人は、D欄にどのような気持ちになる
かを書いてみて下さい。そして、ではこのような場合、皆さん次にどういう行
動に出ますか？この質問にも、次の選択肢から選んで下さい。
A. それでも一生懸命辞書で単語を調べたりしながら読み続ける。
B.新しい本を買う。
C.英語の勉強をやめる。
D. その他
A校の時と同様全体に意見を求めたが、 B校では誰も挙手しなかったので、
筆者が席を回って各自の答えを確認、それを誰の意見とは言わず、口頭で「0
0な意見の人もいるJ、「00な選択肢が多しリといった形で全体に伝達した。B
校の生徒はワークシー トには指示通りの記述作業を行っていたが、全体の前で
発言する者は皆無であり、以降もすべて筆者が代行して意見の発表を行った。
・生徒の意見（ワークシートより）
問題1) A B C D 無回答
Q 1. あなたがBさんならどう感じる？ 0人 1人 3人 5人 1人
Q 2. あなたがBさんならどう行動する？ 1人 1人 2人 5人 1人
[Q 2のDの意見気持ち－］
－誰かに教えてもらう／今度先生に教えてもらう。
Table14：集計結果
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自他の感情 ・行動比較2)
今の結果を見ると、全く同じ場面でも人によって感じ方は違うし、選ぶ行動
も同じではないことが分かりますね。 そんなの当たり前だよと思う人もいるか
もしれませんが、つまり、ある一定の場面で自分が選んだ答えだけが全てでは
ない、物事の答えは一律、 一緒ではないんだということを、とり あえず頭に留
めておいて下さい。
では、もう－問やってみましょう。
《問題2》
教室ですれ違いざま、 C君と「チラッ」と目があったDさんがいます。お互
し1無言で通り過ぎましたが、この時、もしあなたがDさんであったなら、どの
ような気持ちになりますか。ちなみにC君とはクラスメイトではありますが、
普段そんなに接点はありません。
A. 「C君、私に気があるのかも｛照］」
B.「何も言ってくれないなんて冷たい…。C君、私のこと嫌いなのかな［不安］」
C. 「レディファーストだろ、率先して道開けろや【王】 ! ! J 
D. その他
では、周り にあなたとは違う感じ方をする人はいますか？その場合、その人
なら、どう感じると思いますか？選択肢から選んでみましょ う。答えがない場
合は、 自由に考えて書いてみて下さい。
ここでは、自分ならどう感じるかを問うた後に、自分以外の第三者 （身近な
人）を想起させ、「自分とは違う気持ちを抱きそうか」、またその際は「どのよ
うに感じそうか」という質問を加えている。
以下がそれらの回答である。
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－生徒の意見（ワークシートより）
問題1) A B C D いな 無回
し1 伎,=i 
Q 1.あなたがDさんならどう感じる？ 0人 3人 0人 6人 1人
Q 2.周りで違う風に思う人はいる？ 0人 2人 0人 3人 3人 2人
[Q 1のDの意見一気持ち－］
－特に何も感じない。
－目があっただけで何も思わない。
Table15：集計結果
自他の感情・行動比較3)
また皆さんの意見はばらけました。たったこれだけのシチュエーションです
けど、この選択肢以外にもいろいろな心境を想像できると思います。D を選ん
だ人が多かったので、またそれぞれ思うことは違うかもしれませんね。
今回のこの例はあまりに大げさだ、ったかもしれませんが、これと似たような
ことは、皆さんも実際に経験したことがあるんじゃなし1かなと思います。例え
ば、あの人は自分のことをどう思っているんだろう、とか。好かれているかも、
とか、嫌われているかも、とか。そういう時、選択肢Aのように感じられたら
ちょっと幸せですけど、 Bのように感じたとしたら苦しいですよね。普通に考
えたら、 C君とは普段何の接点もないわけですから、「嫌われているかもJなん
て感じる必要はないはずです。だって接点がないなら、嫌われようにも、嫌わ
れるほどのことは何もしていない。嫌われる理由がないんです。でも、こうい
う風に紙芝居みたいな形で、他人事のようにその場面を見ている分にはそう感
じられでも、同じように、特に理由はないんだけれど、自分はあの人に嫌われ
ているかも、どう見られているのかなといった不安は、もしかすると皆さんも
感じたことがあるかもしれません。
この後、 「では Bのように感じないためにはどうしたら良いか」という話を、
A校の時と同様進めてし、く。内容は A校の時のものとほぼ同じ内容なので、こ
こでは割愛する。
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6.感情認知について
この項も事例 IのA校と話した内容はほぼ同じである。感情認知の説明をあ
らかじめ用意していた板書用カー ドで掲示し、「どういう場面でどういうことを
感じやすし1か」斗「自分の感情パターンを知る」斗「感情を認知するj という
流れで話を進め、分かりやすいよ うに具体例も織り交ぜた。
ただし本授業においては、 A校の時と比べ、 B校では生徒たちから積極的な
意見が全く出なかったこと、また記述のスピードに差があったことから、ほぼ
筆者が先導し、追われるように授業を進めた点に大きな違いがあった。これに
ついては結果の説で後述する。
7. アンケート
授業後は簡易式のアンケー トに協力してもらっている。授業中はほぼ口を開
かず、ワークシー トにも記号以外の記述がほとんど見られないクラスであった
が、アンケートでの質問欄には真剣な質問を長く書いた生徒もいた。ただA校
同様、本研究においては個人情報に関わる個別の質問はここに記述しない。結
果には選択式のアンケート結果のみを公開し、後の考察に繋げることとする。
第3節結果
Table16にて、授業後に参加生徒へ依頼したアンケートの結果を掲載した。
アンケートの結果では、授業に満足し、 「とても面白かった」、「面白かったJ
と回答する生徒が全体の 60%を占め、「ちょっとつまらなかったん 「つまらなか
った」といった授業に対する不満を示した回答は0%だ、った。また授業の理解度
に関しても、「よく分かつたj、「分かつた」と回答した生徒が 70%と同じく 半数
以上を示し、 ストレスについて考えることが出来たかといった質問にも、「よく
できたJ、「できた」と答えた生徒は 60%であった。
授業の難易度に関しては意見が割れたが、授業理解に対し 「ちょっ と分から
なかったj、「全く分からなかったj と回答した生徒は1人もいなかった。
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－授業後アンケート
l.授業感想
とても面白かった
面白かった
普通
2人（20.0%)
4人（40.0%)
4人（40.0%)
ちょっとつまらなかった 0人（0.0%)
つまらなかった 0人（0.0%)
3.授業の難易度
かんたん過ぎた 0人（0.0%)
かんたん 3人（30.0%)
普通 5人（50.0%)
ちょっと難しかった 2人（20.0%)
すごく難しかった 0人（0.0%)
5. ストレス考察
ょくできた 2人（20.0%)
できた 4人（40.0%)
まあまあ 3人（30.0%)
あまりできなかった 1人（10.0%)
全くできなかった 0人（0.0%)
2.授業理解
よく分かつた 4人（40.0%)
分かつた 3人（30.0%)
まあまあ 3人（30.0%)
ちょっと分からなかった 0人（0.0%)
全く分からなかった 0人（0.0%)
4. 「感情Jについて
普段からよく考える 2人（20.0%)
考える 1人（10.0%)
時々考える 4人（40.0%)
あまり考えない 2人（20.0%)
考えたこともない 1人（10.0%)
6. 同じシチュエーションでも、人に
よって感じ方や行動が異なる
そんなの当り前 I 6人（60.0%)
気づかなかった I 3人（30.0%)
考えたこともなかった I1人（10.0%)
7.思考ノミターンを予測し、感情をコントロールできるか
かんたんにできそう 0人（0.0%)
何とかできそう 4人（40.0%)
時と場合によってできそう 4人（40.0%)
難しそう 2人（20.0%)
絶対できない 0人（0.0%)
Table16: B校授業後アンケート結果
69 
一方、生徒の意識調査も含めた、「感情」、「自他感情の差異J、「思考ノミター ン
を予測し、感情をコントロールできるか」といった質問項目では回答が三者三
様に割れた。感情については、「時々考えるJ層が最も多かったが、残りの層は
「考える」と「考えない」で半々の回答であった。また、人により感情や行動
が異なることについても、 「当たり前J(60%）と、 「気づ、かなかった」十「考え
たこともなかったJ(40%）で2分された。もっとも、自らの思考パターンを予
測し、「感情をコントロールできるか」 については、難しそうと答えた約2名を
除いては、残り 80%の層は何とか出来るのではないか、場合によっては出来る
ものだと考えていることが分かつた。
尚、このような層が集まったB校生徒のPOMS得点は以下の通りである。
・ POMSの結果（B校）
得点
平均値 標準偏差 範囲 中央値
緊張－不安 6.2 (5.2) 4.44 (3.38) 1・15 6 
抑うつ一落ち込み 5.8 (4.6) 5.43 (3.97) 0・17 4 
怒り－敵意 4.5 (3.0) 5.56 (3.08) 0・18 2.5 
活気 5 (4.0) 5.93 (5.32) 0・15 1.5 
疲労 9.7 (9.1) 4.21 (4.01) 4・15 10 
混乱 7.3 (7.0) 2.95 (2.96) 4・10 7.5 
Tablel 7・：全体の得点／（ ）内は男子得点
授業参加者が 10名と少なかった為、ここでは全体の平均値に注目するという
よりは、個々の特徴を挙げていきながら結果について記述したい。
数名の生徒が多くの質問項目に 「非常にあったj との高得点回答をしたこと
で、平均点を見る限りでは分かりにくくなっているが、このクラスの半数の生
徒は「活気」尺度がO点、あるいは1点であり、 「緊張－不安Jや 「抑うつ一落
ち込みJが低い代わりに、「混乱J得点が高く、 「怒り－敵意Jといった激しい
感情得点が低い代わりに、「疲労J尺度が高いといった特徴が見て取れた。つま
り、全体的に生徒の気力減退がうかがえる結果が顕著で、あった。
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第4節考察
B校に在籍する 2年生を対象に行った本授業は、当初、事前に何の前置きも
なく突然施行される形で行われた。恐らく、 見知らぬ大人がいきなり教室に現
れたことは、普段そのような機会の多くない当該生徒たちにとって、また、少
人数制の学び舎でいわゆる「身内Jの空気感に慣れていた生徒たちにとって、
内心で多少なりの戸惑いを生んだと思われる。実際、授業中に生徒たちの問で
私語が起きることはほとんどなく、積極的な意見が最後まで一つも出なかった
代わりに、授業進行を妨げるような行為もまったく起きることはなかった。教
室に入ってきた時から机に突っ伏し、心理検査とワークシート記入以外すべて
寝ていた（あるいは寝たふりをしていた）生徒を除いては、筆者を見分するよ
うな、どこか恐る恐る様子をうかがっているような視線をもって迎える者が多
かったようにも感じられた。
そのような、どこか閉塞した空気の中で行われた授業であったが、担任教諭
の話によると、 「し1つも大体このような感じ」で、このクラスは 「おとなしい子
が多しリということ、さらに「よくしゃべるムードメーカーの子が今日は欠席
している」とのことで、臨床心理学の授業だから、外部講師の授業だから、圧
迫感などで生徒が誰も発言しないというわけではないようだ、った。実際、 POMS
の結果からそのクラス傾向を推測してみても、「緊張－不安jや「抑うつ一落ち
込みJには 「全くあてはまらなし1」と感じ、その平均得点を大きく下回る代わ
りに、「疲労Jが高かったり、「活気」が非常に低い数値を示したりと、何かを
「感じ」、そして「動く j こと自体への力が全体的に乏しいと感じた、教室内で
抱いた印象そのままの数値が出ていた。
ただし、ここで付け加えておきたいのは、この時この2年生クラスには突発
的に大変不幸な出来事が起きており、そのことが彼らの心身に少なからぬ影響
を与えたのは間違いないと思われる。現に、授業前の休み時間に廊下から様子
をうかがった時も、このクラスではほとんどの生徒がすでに着席し、前を向い
た状態で沈黙していた。隣席のクラスメイトと小声で、話すくらいはあったかも
しれないが、教室の外から見る限りにおいてはそのような姿は見られなかった
（授業後に少しだけ、居眠り生徒をからかう仲間の姿が見て取れたが）。
また、再度 POMSの結果に触れるが、停滞するクラス全体の雰囲気に反し、
一部生徒の中には激しい感情の動きを示す者もいた（怒りや抑うつ、不安など
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が著しく高い数値を示していた。結果的にこのような一部生徒の存在が、クラ
ス全体の、本来なら低いはずの平均点を引き上げた）。ほとんどの生徒が活気に
乏しく、疲労を感じている中で、そのような生徒が少数だが確実に存在してい
るということに、授業進行上の問題だけでなく、通常のクラス運営の困難さを
感じた。さらに言えば、緊張や不安、抑うつや怒りをすべてO点、あるいはほ
ぼ1点にしている生徒に関しては、「本当にそう感じているj というよりは、面
倒ですべて同じ回答にしたか、自身の感情の機微にあまり頓着がなく、そのよ
うな感情が元から「よく分からなしリのではなし1かという印象を受けた（そし
てその推測のうち可能性が高いのは、どちらかというと後者のように感じた）。
実際、アンケートの結果においても、はじめから「心理学に興味・関心があるJ
A校生徒らと比すると、感情について 「考えたこともなかったJ、「あまり考え
ない」生徒や、自他の行動比較においても、人と感じ方が違うことに「気づか
なかった」、 「考えたこともなかった」者がクラスの約半数いた。授業を面白く
感じ、ストレスについてよく考えられたと答えた生徒も半数以上いたが、一律
に沈黙し、唯々諾々と授業者の話を聞き続けるクラスの中に、情緒的な意味で
も、学問的理解度についても、クラス内で大きな差があるように感じられた。
そのような層への授業で、あった為、授業後には様々な反省点が上ることにな
った。授業理解に関しては、「分からなかったJと感じた生徒は0名であったが、
「ちょっと難しかった」と答えた生徒は2名いた。努めて平易な言葉を使うよ
う配慮し、たとえば、感情学習において 「感情を表す言葉Jを紹介する時は極
力噛み砕いた言葉に直すよう心掛けたが、プログラム内容を遂行することに気
を取られて早口になったり、クラスの無反応さに段々と問し1かけが減り、一方
的な進行になりがちな部分が多々出てきてしまった。結果的にそうしたことが
「ちょっと難しかったJ生徒を生んだ原因の一つに繋がったのではないかと思
われる。また、 1分という短い時間ながら、感情表現の単語をあまり書けない
生徒が多かったことから、そもそもの語薫理解力の問題をさらに考慮する必要
があったのではなし＼かと感じた。
ところで B校生徒の特徴として、自己肯定感の低さが随所に感じられる場面
があった。自他感情・行動比較のプログラム時には、各生徒にワークシートを
配り、ある社会的場面から「このような時、あなたならどう感じますか」とい
う質問を行ったが、英語の本を理解できないことに 「自分が馬鹿だから」とい
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った趣旨の回答を選んだり、普段接点のないクラスメイトとすれ違いざま目が
あったのに何の言葉がけも行われなかったことに、 「自分が嫌われているのかも
しれなしリと選択した生徒が想定していた以上に存在した。実際、 普段の生活
ではそのように感じることがあっても、 A校での事例のように、紙面にしてそ
の場面を客観的に見た場合には、冷静に違う選択肢を選べる場合が多いのでは
ないだろうか（例： 153!Jに言葉がけがなくとも、何とも思わなしリ等）。しかし
ながら、 B校の生徒の中には、自分を責め、自分が悪いのかもしれないといっ
たネガティブな感情を有する者が少なくなかった。
だからこそ、そのような層の生徒に普段あまり意識し得ない感情学習を行う
ことや、自らを振り返り、自分自身が様々な場面でどのような行動を取るのか、
またどう感じるのかといったことを検討出来る当プログラム内容には価値があ
ると考えるのだが、その理解度を高める為には、今回の授業内容では不十分に
過ぎると感じざるを得なかった。
たとえば心理検査は今回も POMSの短縮版を使用したが、生徒の質問に答え
る時間の長さや自己採点作業の様子を見るに、 30問でも負担が大きかったと思
われたし、質問項目の語葉説明も事前にもっとするべきで、あったと痛感した。
また、感情を表す言葉を書かせるという作業も、ただ単に書かせるのではなく、
もう少し分かりやすい例を多く示したり、書き出しやすいとっかかりの多いワ
ークシートを作成するべきで、あった。課題量も実質45分という時間の中では収
まりにくいものがあり、「認知」についても、 「自分の感情パターンを知るJと
いった主軸の説明に行きつくまでに十分な時間を確保することが出来なかった。
クラス間で全く意見が出なかったという状況でもそのような状態であったこと
を考えると、もしも意見が活発に出るクラスで、同様の授業を行ったなら、限ら
れた時間内で学校側が求める内容を教示しきることは明らかに不可能であった
ろうことが判明した。
臨床心理学の、と りわけ感情やストレスを扱う内容自体には、 多感な高校生
世代に伝達する意義や価値を感じても、そのどの部分を特に取り扱うかは、今
後多大な吟味が必要であると思われる。
また今回の B校に限っては、本来の授業時間を削り、偶然とはいえ、クラス
のストレスが最大限であろうところで今回のような突発授業を執り行うことと
なったが、それが本当に適切であったのかは疑問の残るところである。 特に今
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回のように、有志の人聞が行う支援的実践授業の場合は、たとえ学年全員に強
制する形であったとしても、事前に内容を通達する必要があったと思われる し、
授業実践者は、生徒やクラス全体の特質を前もって担任教諭に聞き取っておく
などの下準備が肝要であったと思われる。生徒間に理解力の差があるというこ
とや、一般の高校生よりも欝屈や疲労感等が大きいであろうことが推測出来て
いたにも関わらず、そうしたことに配慮した進行が十分に取れなかったことも、
今回の大きな反省点である。今後は、 50分という短い時間の中で行う場合の授
業内容をさらに吟味し、各項目を充実させることはもちろん、授業準備以外で
の周辺準備（情報収集）にも配慮したい。そのように痛感できたことが、本実
践における収穫であろう。
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第E部総合考察
第8章： 2事例を踏まえた総合考察
本研究が立てた 「通信制・単位制高校在籍者に対する臨床心理学の授業実践」
は、筆者がそれと関連する教育機関にクラス担任として勤務していた際に痛感
した、「生徒たちに身につけさせたしリ、しかし「教員ではサポートしきれない」
部分を、心理の側ででき得る支援として模索した結果である。生徒と密なコミ
ュニケーションを取る時間を取りたい、生徒 1人 1人の学力に合った学習法を
提供したいという想いは強くとも、実際の現場において、該当校では、
① 1人1人の生徒と、個別面談等、まとまった時間をかけて普段の様子や悩み
を聞く時間をとることが難しい司教員 1人当たりの業務量が多いことと併
せて、仮に一定の面談時間を確保していたとしても、「話を聞いて欲ししリ
生徒の数が、その確保した時間で補いきれないことが多い（「先生と話した
い」、「構って欲ししリと希望する生徒が予想以上に多し＼）。
②生徒の学力差が全日制高校のそれよりも遥かに大きい当中学、あるいは小学
校時代から不登校を続けてきて、それまで満足な学校教育を受けてこられな
かった生徒と、進学校に所属するなど成績は優秀だ、ったが、いじめや学校不
適応などで退学した生徒とが同じ空間で学んでいる。
一ーといった問題が存在している。在籍生の中には、これまで自分の考えを
外に向けて表現できる環境になかったり、気持ちは発しているのだけれど周囲
から理解してもらえないと感じていたりで、 「自分の居場所がなし1」と不満を抱
えている者も少なくない。レポートをこなす時は常に自分の横にいろと命令す
る男子生徒や、 「先生はあの子とばかり話している」と劫ねる女子生徒、また時
に筆者を「ねえ、お母さん」とつい呼び間違えてしまう生徒など、一見して愛
情不足を感じるような生徒たち 1人 1人と限られた時間の中で双方が十分だと
感じられるだけの交流を行うことは、どうしても難しいと感じざるを得なかっ
た。
また学習指導においても、該当校では集団授業、個別指導それぞれに困難な
点があった。集団授業においては、先にも挙げた、生徒問それぞれの学力差、
個別指導においては、従来の学びにくさを持つ生徒への理解と、その為の指導
スキルの必要性。そして、学ぶ力自体は十分にありながら、長年の 「自分は勉
強が出来なし1」という頑なな想し1から学習意欲を失っている生徒への接し方等、
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通信制・単位制高校のような現場には、担当教科における指導スキル以外に求
められる知識・専門性が多々あると言わざるを得ないのである。
さらに、対人関係に悩みを抱える生徒の中には、本人に悪気は決してないも
のの、「つい余計なことを言って友達を怒らせる」、 「空気が読めずに周りを白け
させる」ことを繰り返し、自分や相手を責め続ける、外に出ることが怖くなっ
て引きこもる、時には病院へ通って薬を処方してもらう等の事態に陥る者もお
り、最早家庭と学校現場だけで事態を受けとめるには荷が重過ぎる場合が往々
にしてあった。したがって、そうした際に心理的な専門知識が必要であること
はもちろん、問題を抱える生徒への予防的措置としてのメンタルケア、それに
付随した学びの機会を与えることも、現況の教育現場には求められていると感
じていた。
そのような教育現場が抱える危機感から、筆者は学校や担任教諭だけが担当
生徒を抱えるのではなく、学習指導以外の専門性を持つ、たとえば心理の人聞
が率先して現場と関わり支援を行うことの必要性を痛感していた。全国の小中
学校にはその運用法に疑問が投げられつつも、臨床心理士などの SCが配備され
始め、その数も一昔前よりは格段に増している。しかしながらそのような中に
あって、 いまだ高校世代、特に通信制・単位制高校ならびにその周辺校には、
生徒数を増やし続ける現況にあって尚、望まれる支援体制が十分に敷かれてい
ない。その為、各学校が独自で支援環境を作り出そうという体制になければ生
徒に対する援助の幅は広げられず、よしんばSCに類似した心理の専門家を招鴨
出来たとしても、その支援はカウンセリングという個人に焦点を当てたものが
多いことから、どうしても特定の生徒にのみ支援が偏ったり、守秘義務の関係
上、教員との情報共有や連携がうまく取れない等、普通校と同様の問題を抱え
ることとなるのである。
そうしたことにより、教員側にいた時このような試みがあればと考えていた、
本事例の「臨床心理学の出張授業Jを本研究のテーマとしたのだが、その実践
には少なからず多くの困難がついて回った。もともと一個人での支援活動では
その幅にも広がりが出にくいし、実際に回れる学校数も限られる。また、筆者
が勤めていた教育機関も含め、研究対象とする該当校では生徒の在籍事情が
様々ということもあって、外部講師の受け入れ自体に消極的な、「内輪だけで何
とかする」といった閉鎖的体制を敷く学校も珍しくない。現に本研究の協力を
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依頼した際も、教員ベースではそのような試みに賛同し、積極的な受け入れ表
明を聞くことが出来ても、研究許諾を得る段で学校運営責任者から「待ったJ
がかかった例もあった。先行研究にも見られたように、そのような「実態の掴
みにくしリ通信制・単位制ならびにその周辺校での 「外部の心理専門家が出来
得る支援」は、授業を行うことはもちろん、そうした活動を広めることそれ自
体にも困難が生じたのである。
とは言え、一方で、本研究の趣旨説明を行い、授業実践の依頼をメールにて
打診した際、依頼先8校のうち、実に5校より「話を聞いてみたし1」という返
信があったことは特筆すべきことであると思われる。このことは現場ベースで
支援を求める声が大きいことを示しているし、ひいては該当校の生徒に多様な
教育を提供する必要性を示していると感じるのである。
したがって、日々欝屈を溜めたり、多大な疲労を抱きつつある生徒たちに対
し、予防的観点から見た集団に対するアプローチ法（本研究の場合は感情学習
を軸とした心理学の授業）の提案・実施それ自体は決して無意味なものではな
く、一個人でも出来ることから始められる支援としては価値あるものだと思わ
れた。
結果、本研究においては、 筆者の考えに賛同し、生徒への研鎖・あるいは進
路学習の一環として本授業実践を推奨して頂けた数校の協力校の中から、対照
的とも言える 2校の事例を取り上げることが出来た。どちらもその支援は単発
の授業であったが、学校側の希望に考慮しながら心理学に興味のある層・まっ
たくない層と分かれた両校の実践事例を得られたことは、今後の支援において
も、また授業プログラムの研績を図る上でも非常に貴重な体験であった。また
それによってこれら学校の内情を少なからず実感出来たこと、在籍生徒の特徴
や彼らの興味関心を少なからず垣間見ることが出来たことで、身体的にも攻撃
力の高い生徒、また成長したからこそより一層の欝屈を溜めている生徒らに対
し、これらのプログラム実践を行う事の意義を改めて実感するに至った。
大人の側から見て、「この子は何故怒っているのか」、「何故こ うも無気力なの
か」と感じざるを得ないような生徒と対峠した時、筆者は教員時代、常に自分
が納得できるような「理由」をその子どもの中から探そうとした。その為、 そ
の生徒自身に直接その答えを尋ねたこともあったが、そういう時、大抵の生徒
は「キレ」そうになって（あるいはキレて）、「別にJとか「うぜえ」といった
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言葉を出すか、あるいは沈黙を通し、さほど攻撃力の高くない生徒でも、「分か
んなし1」、「考えるの面倒」、「眠しリといった無碍な言葉を返してくることが多
かった。ただ、それも実際 「その通り」の気持ちなのではないか、彼らは元々
それ以上の表現方法を知らないが故に、問われでも応える術を持ち得ないだけ
なのではないか、とは常に感じていた。また逆に、恐ろしいほどに多弁で、実
にいろいろな悩みや困り感を語ってくる生徒もいたが、彼ら（彼女ら）にして
も、根本的なところでは的確な説明が出来ない為、時間的には十二分に話して
いるはずでも、「悩みを打ち明けられた」という満足感は得られない、というこ
とが頻発した。その度に、私たちは言葉という便利なものを持つてはいるけれ
ど、それを使いこなすには相当な難しさを伴うし、だからこそ私たちはまずそ
れらの言葉を子どもたちに教えるところから始めなければならない、その言葉
を駆使する為に自らの状態を、気持ちを把握できるような機会を多く提供しな
ければならない、と実感していた。本研究における感情学習に、生徒らから「心
の言葉」を書かせる、考えさせることに重点を置いた内容を組み込んだのもそ
の為である。
「高校を卒業する為に必要な勉強」をこなすことも、彼らのこの先の人生に
とっては確かに重要なことであろう。しかしながら、社会で生きていく為の力
を培うこと、学ぶこと、身に着けさせることも、現代学校教育の責務ではない
だろうか。そのことを鑑みても、臨床心理学という一分野が大学生以上の者た
ちの為のみにあるのではなく、彼ら多感な高校生世代に積極的に提供するもの
であっても良いのではなし1かと考えるのである。
以上のことから、生徒のメンタル教育の必要’性を訴える上でも、今回のよう
な支援実践をさらに広げていく上でも、本研究はその一歩と成り得たのではな
いかと思われる。また、単発授業においても、生徒の思考を磨き、彼らに何ら
かの学びを提供する一つの機会になったのではないかとも自負している。
ただし、今回の支援が本当の単発に終わらず、持続的に同校や他校にその支
援の輪を広げていく為には、今回の反省点を生かし、授業内容のさらなる工夫
や充実を図る必要がある。それには今後、該当校の生徒らに対する理解がさ ら
に必要となるであろうし、 その為の情報収集も求められるであろう。その上で、
彼らの気持ちに寄り添ったプログラムを考案出来た時、こうした支援は例え個
人の範囲であっても、緩やかな浸透を期待できるのではなし＼かと思うのである。
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第9章：研究の限界と今後の展望
本研究は、授業を行ったことで生徒にどのような益があったかを具体的に探
る方策を取っていない。生徒や教師からの「面白かったj、「勉強になったj と
いう直接的反応や、アンケートによって得られた全体の感想、理解度のみで、
何となく「楽しんでもらえたような気がする」、「少しは学んでもらえた気がす
る」という、言ってみれば自己満足の域を出ていない部分が否めない。また、
いくつかの先行研究においてもすでに指摘があったように、単発の特別授業枠
でストレス軽減の効果を期待できないことはもちろん、スト レスマネジメン ト
に対する理解の定着を期待することも、その教示時間と内容からいって乏しい
と言わざるを得ない。加えて、気分測定に使用したPOMSも、授業冒頭に1度
使用しただけである為、授業前後に生徒の内的変化を見るような客観的指針等
も、本研究で、は持ち得なかった（POMS使用の目的がそれとは異なるものだっ
たせいもあるが）。
以上のように、本研究は通信制・単位制高校、ならびにその周辺校生徒へ臨
床心理学を教示した一つの実践例には成り得たが、今後、さ らなる意義ある支
援・授業内容にする為には、現行多くの改善点や課題があると思われる。
現行で考えられることとしては、単発授業ではなく、複数回の授業を行う実
践事例を設けることと、ストレスマネジメントプログラムと称するからには、
たとえ授業実践自体にその意義を置いていたとしても、何らかの客観的指針を
取る方策をどこかで持ち得るべきであるという点が考えられる。この2点に関
しては現在日リの協力校にて実践の途上にあり、それによって新たな知見が得ら
れるものと期待している。
また持続可能な支援を目指す為には、ただ実践し終えた授業内容を修正・検
討し直すだけではなく、何段階かに区切った複数のフ。ログラム考案も必要だと
思われる。多様な支援要請に対応できる柔軟さを持つ為にも、今後一層幅広い
授業案の考案を図ってし、く所存である。
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付表 1:A校授業プログラム
はじめての臨床心理学～感情認知とストレスマネジメント～
・「心理学j という学問に興味・関心をもってもらう 0
・心理検査を通し、自分自身を振り返る契機とする。
－自己および他者の「こころ」・「感情」に関する知識を深め、思考力を磨く 0
・同じ状況・場面でも人によって感じ方や行動選択が異なることを確認する0
・上記の知識を利用して行える「ストレスマネジメンれがあることを知る。
授業概要（授業40分＋40分＝80分（＋休憩 10分）＝計90分）
時間配分 主な内容 付記
5分 自己紹介
1 0分 質問紙テスト（日本語版 ・ここ 1週間の気分（怒りや不安等といった感情）
POMS短縮版） の度合いを測定する。
樹木画テスト －自分の状態や性質を振り返るきっかけ作り。
1 5分 POMS自己採点＋説明 －楽しみながらやることを目的とする。
1 0分 いろいろな感情 －人には感情があるからストレスを感じる。
（感情表現の種類・意味を ・では、「知っている感情を挙げてみよう」
知る） 大今日経験した感情だけ挙げてみても・・・？
休憩（ 1 0分）
1 0分 臨床心理学（心理職）につ ①人の「性格」・「感情」について
いて ［②一病気…（十器質的）
＊どんな職があって、どん ③地域支援十コミュニケーション心理学
な勉強をするか ④ 超心理学について
1 3分 自他の感情・行動比較（紙 －様々な感情が湧き立つ社会的場面を紙芝居風イ
芝居風場面クイズ） ラストから第コ者視点で観察し、「相手はJ「自分
は」、どのような気持ちになるかを考える。斗十
人十色の回答＝自分の考えが全てではなし、（ネガ
ティプな人が是非知るべき事実）
7分 感情“認知”について ・感情パターンを知る。 00な場面で00な感情
を抱きやすい自分を自覚する、意識する。
5分 樹木画テスト（再） ・簡単な解説も加える。
授業後アンケート －質問の回答は後日教員を通じて送付。全体に共
有するものと、個人宛てと分ける。
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付表2: B校授業フ。ログラム
はじめての臨床心理学～感情認知とストレスマネジメント～
【授業の目的1
・「心理学」という学問に興味・関心をもってもらう0
．人がもっ感情とその種類について学ぶ。
・同じ状況・場面でも、人によって感じ方や行動選択が異なることを確認する0
・上記の知識を利用して行える「ストレスマネジメントJがあることを知る。
授業概要 （授業50分）
時間配分 主な内容 付記
5分 自己紹介 十本時間で何を学ぶか概要説明。
5分 質問紙テスト（日本語版 ・ここ 1週間の気分（ス トレス状態）を測定。
POMS短縮版） ・結果の正誤に関わらず、それを参考に自身の
「今Jを振り返る。
1 5分 POMS自己採点十説明 －各項目の 10代平均値を男女別に紹介。それら
と自分の結果を比較しながら、今の自分の状態を
振り返る契機とします。
1 0分 いろいろな感情 －人がストレスを感じるのは「感情」があるから。
（どんな感情があるか、そ その感情について学びます。
の種類を知る司＋ーの感 ・「知っている感情を挙げてみよう」
情表を模造紙にて提示＝ 大自分の日常生活を辿りながら想起しよう。
目で見る）
1 0分 自他の感情・行動比較（紙 －全2問 （00な場面において、「相手はJ「自分
芝居風場面心理クイズ） は」、どのような気持ちになるかを考える。 ＝今十
人十色の回答＝自分の考えが全てではないこと
を知る。
5分 感情“認知”について ・感情ノξターンを知る。 00な場面で00な感情
を抱きやすい自分を自覚する、意識する。
アンケート －自由記述の質問に関しては、全員に情報共有し
て良いものと、個別に返却するものとで分ける。
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付表3:A校対応ワークシート
問題 1.いろいろな感情をあげてください。（例：うれしい、かなしい）
※全部で何個書けましたか？（ ）個
※ポジティブ感情（ ）値 ネガティブ感情（ ）個
当ポジ＝前向き、積極的な感じ／ネガ＝後ろ向き、消極的な感じ
問題2.00な場面における自分の心理・行動を考えてください。
QJ.之ぬ晴、Aさ九＠心境：lit:?
告白他〔
Q J -2. a;,tJ:f:IJiAさA捗句どう感じる？
をぬ他 r 
QJ -3. if惨たがAさ九捗Sうどう行動.る？
紛他〔
az. 之G>時、Bさんぬ心境陪？
ω 〔
02-2. a;.穆定がB~h.穆局どう感じる？
老ぬ他 ( 
Q2-3.翫穆fefliB さ九竜J•もどろ行動.る？
ω （ 
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、?? ?
、???
? 、
??
? ? ?
QJ. ；：！（；）時GDさla.（；）心境陪？
をぬ他 （ 
QJ-Z. clii宅書記が O~la.穆句とう感じる？
側〔
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付表4:B校対応ワークシート
問題 1.いろいろな感情をあげてください。（例：うれしい、かなしい）
※全部で何個書けましたか？（ ）個
※ポジティブ感情（ ）個 ネガティブ感情（ ）個
司ポジ＝前向き、積極的な感じ／ネガ＝後ろ向き、消極的な感じ
問題2.00な場面における自分の心理・行動を考えてください。
QI.あ捗記'/JIB古lt-穆局とごう感じる？
初他〔
01-2. a高砂EがBさ九捗局どう行動替る？
oz.~~~：かCミE九培丙とろ感じる？
制（）
QJ-2. 周りに、~穆定と~遣う感じ古老.る人跡い春it'll• ？をぬ場合、
をぬ＂竜i,•もこういう時、とう感じると思い春替か。
紛他（ 〕
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付表5：授業後アンケート
アンケート～あてはまる所に国／（チェック）して下さい～
1.授業はどうでしたか。
口とても面白か 口面白かった 口普通 口ちょっとつま 口つまらなかっ
った らなかった た
2.授業は理解できましたか。
口よく分かつた 口分かつた 口まあまあ 口ちょっと分か 口全く分からな
らなかった かった
3.授業の難易度（なんいど）について、どう思いましたか。
口かんたん過ぎ 口かんたん 口普通 口ちょっと難し 口すごく難しか
た かった った
4. 「感情Jについて
口普段からよく 口考える 口時々考える 口あまり考えな 口考えたことも
考える・ し、 ない
5.ストレスについて考えることが出来ましたか。
口よくできた 口できた 口まあまあ 口あまりできな ロ全くできなか
かった った
6. 同じシチュエーションでも、人によって感じ方や行動が異なることについて
口そんなの当た 口気づかなかっ 口考えたことも
り前 た なかった
7. 自分の，思考パターンを予測（よそく）して、感情をコントロールできそうですか。
口かんたんにで ロイ可とかできそ 口時と場合によ 口難しそう 口絶対できない
きそう つ ってできそう
0質問や感想等あれば！
大質問等の返信が個人的に欲しい方は名前を書いて下さい。先生経由で回答を送ります（全
体に公開しても良い質問の場合は無記名で結構です）。
名前：（
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